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最上川・五百川峡谷シンポジウム開催②

子育て支援住宅を整備します④
第18期白鷹町農業委員会委員のみなさん⑥
デマンドタクシーが走り出しました⑧
第３次行財政改革～３年目の成果～⑩
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稲荷ヶ丘町民プールで最後の町民水泳大会　－　トビウオのように（第45回白鷹町小中学校及び町民水泳大会）
　７月29日、白鷹町小中学校及び町民水泳大会が開催されました。この稲荷ヶ丘町民プールでの大会は今回が最後。その有
終の美を飾るように、今大会ではたくさんの新記録が出されました。プールサイドで応援する子どもたちの声も、いつにも
増して迫力を感じました。いくつものすばらしい記録、そして選手を生み出した稲荷ヶ丘町民プール、これまで本当にあり
がとう。　（14 、15ページに今大会の結果を掲載しました）
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最上川・五百川峡谷シンポジウム
７月27日／朝日町「創遊館」

　

７
月
27
日
、
朝
日
町
の
創
遊
館
で
、
最
上
川
中
流
に
あ
る
五
百

川
峡
谷
の
観
光
振
興
を
目
指
す
「
最
上
川
・
五
百
川
峡
谷
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
」
が
開
か
れ
ま
し
た
。
最
上
川
沿
い
に
隣
接
す
る
白
鷹
、

朝
日
、
大
江
の
３
町
が
連
携
し
、
５
月
に
設
立
し
た
広
域
観
光
推

進
協
議
会
な
ど
が
主
催
し
ま
し
た
。
３
町
連
携
の
初
の
事
業
で
、

地
域
住
民
、
関
係
者
な
ど
約
２
０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

基
調
講
演
で
は
、
阿
部
和
久
さ
ん
が
「
最
上
川
の
文
化
的
景
観
」

の
世
界
遺
産
指
定
に
向
け
た
取
り
組
み
の
視
点
か
ら
説
明
。
ま
た
、

梅
津
保
一
さ
ん
は
最
上
川
舟
運
の
文
化
を
中
心
に
、
古
来
か
ら
の

流
域
の
資
源
を
紹
介
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
参
加
者
が
３
組
に
分
か
れ
、
最
上
川
沿
い
の
観
光
地

な
ど
を
視
察
。
フ
ッ
ト
パ
ス
を
歩
き
な
が
ら
、
五
百
川
峡
谷
の
歴

史
、
自
然
に
触
れ
、
共
に
語
り
合
い
ま
し
た
。
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ

ッ
シ
ョ
ン
も
行
わ
れ
、
五
百
川
峡
谷
の
魅
力
の
掘
り
起
こ
し
の
一

歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。

基
調
講
演
１
「
最
上
川
の
文
化
的
景
観
〜
世
界
遺
産
を
め
ざ
し
て
〜
」

山
形
県
教
育
庁
文
化
遺
産
課　

課
長　

阿
部
和
久
さ
ん　

基
調
講
演
２
「
最
上
川
舟
運
と
五
百
川
峡
谷
」

山
形
史
学
研
究
会　

副
会
長　

梅
津
保
一
さ
ん　

　

阿
部
さ
ん
は
「
文
化
的
景
観
と
は
、

自
然
と
人
間
が
共
に
つ
く
り
あ
げ
た

作
品
で
あ
る
。
砂
防
林
一
つ
を
見
て

も
、
人
び
と
の
並
々
な
ら
ぬ
苦
労
が

見
え
、
そ
れ
だ
け
で
も
十
分
に
文
化

的
価
値
の
あ
る
も
の
。
最
上
川
流
域

は
、
た
く
さ
ん
の
資
産
で
構
成
さ
れ

て
い
る
」
と
指
摘
。
ま
た
「
子
ど
も

た
ち
に
も
最
上
川
の
価
値
の
再
発
見

を
し
て
も
ら
い
、
後
世
に
引
き
継
い

で
い
く
こ
と
が
夢
。
そ
れ
が
県
土
へ

の
愛
着
や
誇
り
を
は
ぐ
く
む
」
と
話

し
ま
し
た
。

　

日
本
に
あ
る
世
界
遺
産
、
暫
定
リ

ス
ト
記
載
資
産
の
実
例
を
挙
げ
な
が

ら
、「
最
上
川
の
文
化
的
景
観
」
が
世

界
遺
産
に
な
る
意
義
を
説
明
し
ま
し

た
。

起
こ
し
、
磨
き
、
発
信
し
て
い
く
こ

と
が
大
切
で
あ
る
」
と
強
調
。
ま
た

「
地
域
お
こ
し
で
大
事
な
キ
ー
ワ
ー

ド
は
『
３
し
ょ
く
ひ
る
ね
』。そ
れ
は

『
本
物
で
あ
り
、
そ
れ
を
生
み
出
す

職
人
の
技
、
そ
れ
ら
に
触
れ
る
体
験

だ
。
ま
た
、
地
元
の
食
や
宿
屋
を
組

み
合
わ
せ
て
ル
ー
ト
化
し
、
そ
こ
に

住
む
人
び
と
が
お
客
さ
ま
に
対
し
心

か
ら
お
も
て
な
し
を
行
う
こ
と
』
が

大
切
で
あ
る
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

人
び
と
の
生
活
様
式
や
信
仰
の
在

り
方
な
ど
か
ら
舟
運
文
化
と
の
か
か

わ
り
を
説
明
。
五
百
川
峡
谷
の
歴
史

の
一
端
を
ひ
も
と
き
ま
し
た
。

　

梅
津
さ
ん
は
「
地
域
資
源
を
掘
り

▲国指定重要文化財の
佐竹家住宅。

▼最上川ビューポイン
トからの眺めは壮観。

�

土
木
学
会
選
奨
土
木
遺
産

�
明
鏡
橋
�
美
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�

�
川
面
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映
�
�

「最上川」をさらに深く知りたくなりました

「最上川」のことをもっと広く教えたいと思いました
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パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

「
五
百
川
峡
谷
の
未
来
と
観
光

〜
最
上
川
資
源
を
生
か
し
た
観
光
交
流
戦
略
〜
」
各
パ
ネ
ラ
ー
の
意
見
よ
り

○奥山龍雄さん／
最上川の文化的景観を軸としたまちづくり推進会議会長

　最上川はわたしたちの原風景。人間の内なるも
のに豊かさを求める時代になった。現代社会がこ
の地域に豊富にある資源を求めている。観光とい
う視点で言えば、そこに住む人びとが持つ価値観
を観光客に伝えることが大事である。それには地
域に愛着を持つことが求められる。
　今、地域の推進会議が発足し、最上川とその周
辺の風景を徹底的に掘り起こそうと一丸となって
いる。

○阿部和久さん／山形県教育庁文化遺産課長

　自分の町の財産を知り、人に伝えるという動き
はもう始まっている。それが誇りにつながってい
く。「世界遺産」指定後に起こる問題など、そのと
きにどう対処するかを今のうちから考えていくべ
きである。
　もう使われなくなったもの、地域に埋もれてい
るものを再発見し、さらに個別の売り出しではな
く、隣の地域をお勧めするなど連帯意識が観光で
は求められる。

○石川博資さん／大江町観光ボランティアの会会長

　最上川の開削は先人の汗と涙の結晶。その功績
は計り知れない。何もないとは思っていても歩い
てみるとわかる地域の価値や物語がある。舟運を
見ても川とのかかわりは大きく、川から受けた恩
恵は大きい。町を歩いて知ること、それが理解す
ることになり、愛することにつながる。
　美しい川を守り、清流としての最上川をつくる
ということが力になり、世界遺産指定に向けた活
力となるだろう。

○長岡信悦さん／
ＮＰＯ朝日町エコミュージアム協会理事長

　朝日町は、「おらほの最上川学」を通して、五百
川峡谷や最上川水運などについて深く掘り下げて
きた。明鏡橋などの文化資産、花火大会やいかだ
下りなど、川に親しむ機会も多くある。今後は、
３町にまたがる峡谷として広くとらえ、地域の遺
産を伝えていきたい。

○奥村聡子さん／山形県観光振興課観光推進員

　地域の人びとが地域を愛しているというのが実
感で、観光の面でいう素材を見つける「掘り起こ
し」段階では問題ない。次の段階の「磨き上げ」
では、訪れるお客さまの側に立って物事を考え、
人を動かすことが必要。特に文化という目に見え
ないものを伝えるには、ストーリーを伝える人材
が必要で、そのプロを育てることも求められる。
　最上川は、市町村の境とは関係なく流れている。
３町が連携していくことの大切さに気づいたこと
はすばらしいことで、これからはお互いの町を知
ることが大切になる。

現地ワークショップ白鷹コース　 　朝日コース

このほか大江コースも視察しました。

▲朝日奈三郎が朝日岳から投げたと
いう伝説の残るつぶて石。
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�
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▲下山の舟場跡。全盛期には舟
商人でにぎわった。

▲日本の棚田百選認定の椹平。
扇状の斜面に棚田が広がる。

▲国指定重要文化財の
佐竹家住宅。

▼最上川ビューポイン
トからの眺めは壮観。

▲

カヌーランドは愛好
家に親しまれている。
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安
ら
ぎ
の
あ
る
町
、
子
ど
も
た
ち
が
す
く
す
く
育
つ
町

〝
子
育
て
支
援
住
宅
〞
を
整
備
し
ま
す

■
施
設
名
称

「
子
育
て
支
援
住
宅
」

■
場　
　

所

　

山
形
県
西
置
賜
郡
白
鷹
町
大
字

　

鮎
貝
仮
換
地
25
街
区

■
延
床
面
積

　

75
〜
80
㎡
／
戸

■
施
設
概
要

　

○
木
造
平
屋
建　

２
Ｌ
Ｄ
Ｋ

　

○
オ
ー
ル
電
化

　

○
計
画
戸
数　

24
戸

　

○
駐
車
ス
ペ
ー
ス　

２
台
／
戸

白
鷹
町
で
は
、
安
心
し
て
生
み
育
て
や
す
い
環
境
を
つ
く
る
た
め
、

子
育
て
世
帯
に
良
質
な
住
宅
の
提
供
に
向
け
た
取
り
組
み
を
始
め
ま
す
。

若
者
�
定
住
�
�
�地
域
�
力

　

白
鷹
町
は
、
少
子
高
齢
化
社
会

が
進
む
と
と
も
に
、
多
く
の
若
者

が
町
外
へ
流
出
し
て
い
る
現
状
が

あ
り
ま
す
。
流
出
の
要
因
は
さ
ま

ざ
ま
で
す
が
、
町
の
活
性
化
に
は

地
域
で
暮
ら
す
若
者
の
力
が
大
き

い
こ
と
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ

ん
。
若
者
の
定
住
を
進
め
る
に
は
、

次
代
を
担
う
子
育
て
世
帯
が
、
安

心
し
て
生
み
育
て
る
こ
と
が
で
き
、

子
ど
も
が
健
や
か
に
成
長
で
き
る

環
境
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と
が
必

要
で
す
。

�
�
�
�
整
備
開
始

入
居
�
来
年
�
月
�
�

　

平
成
14
年
３
月
策
定
の
「
白
鷹

町
住
宅
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」
で
は
、

若
者
の
定
住
を
目
的
に
し
た
公
営

住
宅
の
整
備
を
計
画
し
ま
し
た
。

そ
の
後
「
子
育
て
支
援
住
宅
整
備

計
画
」
を
策
定
し
、「
子
育
て
支
援

住
宅
」
の
着
工
に
向
け
て
検
討
し

て
き
ま
し
た
。
計
画
戸
数
を
全
24

戸
と
し
、
今
年
度
か
ら
整
備
を
進

め
ま
す
。
ま
ず
、
平
成
20
、
21
年

度
で
12
戸
を
予
定
し
、
そ
の
う
ち

６
戸
は
平
成
21
年
４
月
の
入
居
開

始
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
子
育
て
支
援
住
宅
は
期
限

付
き
入
居
と
な
っ
て
お
り
、
お
子

さ
ん
が
小
学
校
を
卒
業
す
る
ま
で

（
そ
の
年
の
３
月
31
日
ま
で
）
入

居
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
町
外

の
か
た
も
入
居
で
き
ま
す
。
詳
し

い
募
集
時
期
や
条
件
は
、
追
っ
て

広
報
し
ら
た
か
な
ど
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

　

安
全
で
安
心
な
、
子
ど
も
も
大

人
も
い
き
い
き
と
し
た
生
活
空
間

を
目
指
し
、
整
備
を
進
め
ま
す
。

▲子育て支援住宅の区画

整備予想図（鳥瞰図）

▼子育て支援住宅整備予

定地位置図

調整池

至荒砥

工業用地

(仮称)
白鷹町文化交流センター

建設中

●きらやか銀行鮎貝支店

都市計画
道路（荒

砥鮎貝線
）

至箕和田

白
鷹
自
動
車
学
校

県
道
黒
鴨
鮎
貝
線

フラワー長井線 
四季の郷駅

ソフト小村

子育て支援住宅整備予定地
至長井市

まもなく着工となる子育て支援住宅の完
成予定図（平成21年４月入居開始予定）
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【
愛
称
募
集
要
項
】

◆
審
査
基
準　

子
ど
も
が
健
や
か

に
成
長
で
き
る
住
環
境
に
ふ
さ
わ

し
い
、
親
し
み
や
す
く
、
ま
た
覚

え
や
す
い
愛
称
で
あ
る
こ
と
と
し

ま
す
。

◆
応
募
資
格　

ど
な
た
で
も
参
加

で
き
ま
す
。

◆
応
募
方
法

①
郵
送
、
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
電
子

　

メ
ー
ル
で
の
応
募
と
し
ま
す
。 

②
一
人
２
点
ま
で
と
し
ま
す
。

③
愛
称
（
ふ
り
が
な
）
と
簡
単
な

　

愛
称
の
説
明
、
住
所
、
氏
名
、

　

年
齢
、
性
別
、
電
話
番
号
、
職

　

業
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
審
査
方
法　

応
募
作
品（
愛
称
）

を
愛
称
選
考
委
員
会
で
選
考
し
決

定
し
ま
す
。

◆
募
集
期
間　

８
月
18
日
（
月
）

　
　
　
　
　

〜
９
月
30
日
（
火
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
必
着
）

◆
発
表　

選
考
結
果
は
白
鷹
町
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
、
広
報
し
ら
た
か
な

ど
で
発
表
し
ま
す
。

◆
表
彰
な
ど

①
採
用
作
品
１
点
１
万
円
相
当
の

　

品
を
差
し
あ
げ
ま
す
。

＊
採
用
作
品
に
複
数
応
募
が
あ
っ

　

た
場
合
は
、
抽
選
で
１
人
に
決

　

定
し
ま
す
。

②
応
募
者
全
員
の
中
か
ら
５
人
に
、

　

１
０
０
０
円
分
の
商
品
券
を
差

　

し
あ
げ
ま
す
。

◆
そ
の
他

①
採
用
作
品
に
関
す
る
諸
権
利
は

　

白
鷹
町
に
帰
属
す
る
も
の
と
し

　

ま
す
。

②
応
募
作
品
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

③
作
品
は
自
作
で
未
発
表
の
も
の

　

と
し
ま
す
。

■応募先
○郵送：〒992－0892　白鷹町大字荒砥甲833
　白鷹町建設水道課内愛称募集事務局
○ＦＡＸ番号：0238－85－2509
○Ｅメール：kensetu@so.town.shirataka.yamagata.jp
■問い合わせ
○愛称募集関係　建設水道課（☎85-6140）
○工事関係　まちづくり推進課（☎85-6110）

“子育て支援住宅”

名前を付けてください

　子育て支援住宅の入居開始に向け、安心して
生み育てやすい環境づくりを進めるため、若い
世帯の笑い声が絶えず聞こえるような、より親
しんでいただける愛称を募集します。以下の募
集要項により、どしどしご応募ください。

▲子育て支援住宅の室内

の完成予定図

白鷹ニュータウン「四季の郷」

現地見学会開催
８/15（金）～16（土）
開催時間　午前10時～午後４時

白鷹町鮎貝土地区画整理組合
〒992－0771　白鷹町大字鮎貝2523
☎0238－85－3119
ホームページ　http://www.shirataka.jp/ayukai/
Ｅメール　ayukumi-t@shirataka.jp

もっともっと住みよくなる
この街に住みませんか。

９月末日までに
分譲宅地ご成約のかたに

商品券20万円相当

プレゼント

宅地購入者ご紹介キャンペーン開催中！

　宅地購入を希望しているお知り合いのかたに白鷹
ニュータウン「四季の郷」をご紹介いただくと、も
れなくすてきなプレゼントを差しあげます。また、
ご成約された場合はさらに謝礼を差しあげます。
　●対象保留地　組合の指定する保留地
　●謝礼内訳　保留地代金の２％

宅地購入をご予定で、
家庭菜園に興味があるかた！

　地元農家がお手伝いします。
　組合事務所までぜひご相談
ください。

メーカー宅地分譲15区画／一般宅地分譲36区画

販売価格410万円台より
○敷地面積　274㎡（82.9坪）～1,334㎡（403.5坪）
○坪 単 価　43,000円～

定　住　駅が近いから通勤や通学に便利
文　化　さまざまな文化施設が充実
子育て　子育てに絶好の環境を整備
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小　林　昭　義
畔藤／公選

　

農
業
を
取
り
巻
く
環
境
が
ま
す

ま
す
厳
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。
農

業
委
員
と
し
て
、
白
鷹
の
農
業
、

地
域
の
農
業
を
ど
の
よ
う
に
守
っ

て
い
く
の
か
、
何
を
す
べ
き
か
を

考
え
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

石　川　敏　子
鮎貝／議会選任

　

白
鷹
町
振
興
実
施
計
画
が
策
定

さ
れ
た
な
か
、
私
達
が
営
む
大
地

を
守
り
、
農
産
物
の
販
売
戦
略
等

も
含
め
た
広
い
視
野
を
持
つ
若
い

農
業
起
業
者
が
育
つ
農
業
と
な
る

よ
う
に
、
微
力
な
が
ら
も
農
業
委

員
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

衣　袋　由紀子
畔藤／議会選任

　

近
い
将
来
に
食
糧
危
機
が
危
惧

さ
れ
て
い
る
な
か
、
地
域
を
維
持

し
、
い
ま
あ
る
資
源
の
有
効
利
用

で
食
料
が
確
保
で
き
る
農
業
と
な

る
よ
う
に
、
ま
た
、
農
業
で
生
計

が
成
り
立
つ
方
策
の
模
索
に
努
力

し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

新　野　信　之
広野／公選

　

農
業
委
員
の
重
責
を
担
わ
せ
て

い
た
だ
き
責
務
の
重
さ
を
深
く
認

識
し
て
お
り
ま
す
。
資
材
高
騰
、

減
反
強
化
等
、
農
業
環
境
は
厳
し

い
も
の
が
あ
り
ま
す
が
、
地
域
の

農
地
を
守
り
、
若
い
人
が
引
き
継

い
で
い
け
る
地
域
づ
く
り
に
努
め

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
町
議
会
よ
り
ご
推

薦
い
た
だ
き
農
業
委
員
を
務
め
さ

せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

　

昨
今
の
農
業
情
勢
の
厳
し
さ
は
、

皆
様
ご
承
知
の
と
お
り
で
す
。
微

力
な
が
ら
も
、
女
性
の
立
場
か
ら

何
か
お
手
伝
い
で
き
れ
ば
と
思
い

ま
す
。

会長職務代理
樋　口　秀　一
深山／公選

小　口　英　夫
箕和田／公選

　

農
業
情
勢
の
厳
し
い
な
か
、
農

業
委
員
の
職
務
に
就
き
、
責
務
の

重
さ
を
深
く
感
じ
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。
新
人
委
員
で
あ
り

ま
す
が
、
地
域
農
業
が
持
続
的
に

発
展
し
、
次
世
代
の
農
業
後
継
者

が
育
つ
よ
う
、
委
員
の
皆
さ
ん
と

共
に
考
え
取
り
組
ん
で
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

小　形　義　男
浅立／公選

　

こ
の
た
び
、
町
議
会
よ
り
農
業

委
員
に
ご
推
薦
い
た
だ
き
就
任
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
か

ら
ひ
と
つ
ひ
と
つ
が
勉
強
と
な
り

ま
す
が
、
皆
様
に
ご
指
導
い
た
だ

き
な
が
ら
、
農
業
委
員
の
責
任
を

果
た
す
べ
く
努
力
し
て
ま
い
り
た

い
と
思
い
ま
す
。

髙　橋　弘　寿
横田尻／公選

　

食
料
自
給
率
は
40
％
を
下
回
る

な
ど
、
い
ま
、
日
本
の
農
業
は
危

機
的
な
状
況
に
お
か
れ
て
い
ま
す
。

農
業
が
日
本
の
安
全
保
障
に
重
要

な
役
割
を
果
た
す
必
要
性
が
求
め

ら
れ
、
早
急
な
対
策
が
必
要
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　

情
熱
と
責
任
感
を
持
っ
て
が
ん

ば
り
ま
す
。

会　長
沼　澤　儀三郎
中山／公選

　

い
ま
、
生
活
し
て
い
く
中
で
、

食
の
大
切
さ
、
農
業
の
大
事
さ
を

痛
感
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
農

業
を
取
り
巻
く
環
境
が
厳
し
い
な

か
、
農
業
委
員
の
立
場
で
何
を
す

べ
き
か
を
追
究
し
、
日
々
の
活
動

を
展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
。
町
民

皆
様
の
ご
指
導
、
ご
協
力
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　農業を取り巻く環境は刻々と変化し、年々厳しさ
を増しています。そのなかで、農業委員のみなさん
には、わが町の農業振興とまちづくりのために、地
域農業のリーダー役を担っていただきます。
　任期は平成23年７月19日までの３年間です。
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明日の白鷹町農業を拓く

大　滝　権　一
高岡／農協選任

　

持
続
可
能
な
農
業
と
経
済
的
自

立
が
で
き
る
農
業
、
こ
れ
を
両
立

さ
せ
る
た
め
に
は
何
を
守
り
、
何

を
改
革
す
べ
き
か
、
そ
し
て
新
た

な
も
の
を
創
り
あ
げ
ら
れ
る
か
、

真
摯
に
考
え
、
次
の
世
代
に
引
き

継
が
れ
る
農
業
を
め
ざ
し
て
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

第1 8期白鷹町農業委員会委員のみなさんです

（敬称略・右から議席順）

松　田　力　男
萩野／公選

　

農
業
情
勢
の
厳
し
い
な
か
、
こ

の
た
び
農
業
委
員
に
就
任
す
る
こ

と
と
な
り
、
責
務
の
重
要
さ
を
深

く
認
識
し
て
お
り
ま
す
。

　

よ
り
良
い
農
地
の
活
用
が
で
き

る
よ
う
、
そ
し
て
、
一
人
で
も
多

く
の
若
者
が
活
躍
で
き
る
町
に
な

る
よ
う
努
力
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

相　模　敏　浩
横田尻 /土地改良区選任

　

古
代
か
ら
続
け
ら
れ
て
き
た
農

業
。
し
か
し
、
い
ま
、
こ
の
よ
う

な
情
勢
の
な
か
で
新
た
な
農
業
の

姿
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

再
生
産
で
き
る
よ
う
に
す
る
た

め
に
は
何
を
す
べ
き
な
の
か
、
み

な
さ
ん
と
共
に
考
え
、
課
題
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

海老名　幸　男
十王 /共済組合選任

　

農
業
情
勢
が
厳
し
い
な
か
、
こ

れ
か
ら
の
地
域
農
業
は
維
持
す
る

だ
け
で
な
く
、
次
世
代
が
継
続
で

き
る
環
境
づ
く
り
が
重
要
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

土
地
改
良
区
の
立
場
か
ら
、
地

域
農
業
振
興
の
た
め
の
諸
課
題
に

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

樋　口　太　一
高岡／公選

　

い
ま
、
こ
の
よ
う
な
情
勢
の
な

か
、
農
業
経
済
も
厳
し
さ
を
増
し

て
い
ま
す
。
増
加
す
る
耕
作
放
棄

地
の
解
消
を
図
っ
て
大
切
な
農
地

を
守
り
、
農
村
環
境
の
維
持
、
そ

し
て
、
住
み
よ
い
地
域
づ
く
り
に

貢
献
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

中　川　　　剛
山口／公選

　

「
豊
か
な
白
鷹
の
大
地
を
未
来

へ
つ
な
い
で
い
き
た
い
！
」
厳
し

い
時
代
だ
か
ら
こ
そ
強
く
感
じ
ま

す
。

　

農
業
委
員
と
し
て
、
さ
ま
ざ
ま

な
課
題
に
真
摯
に
取
り
組
み
、
地

域
農
業
の
活
性
化
に
努
力
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

佐　竹　健　司
荒砥乙／公選

　

原
油
の
高
騰
で
農
業
生
産
に
お

い
て
も
危
機
的
な
状
況
と
な
っ
て

い
ま
す
。
食
料
自
給
率
は
39
％
、

新
規
就
農
者
も
増
え
て
い
ま
せ
ん
。

安
心
安
全
な
食
材
が
供
給
さ
れ
る

の
か
が
心
配
さ
れ
ま
す
。

　

白
鷹
町
の
農
業
を
守
る
た
め
、

さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
を
話
し
あ
っ
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

大　瀧　敏　男
高玉／公選

　

こ
の
た
び
、
農
業
委
員
を
務
め

さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
、

責
務
の
重
大
さ
を
認
識
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

　

農
業
情
勢
の
厳
し
い
な
か
、
農

業
経
営
の
安
定
、
ま
た
、
農
業
環

境
の
保
全
に
、
皆
さ
ん
と
共
に
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
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地域の足として

デマンドタクシーが
走りだしました !!

　

８
月
か
ら
、
新
し
い
公
共
交
通

サ
ー
ビ
ス
と
し
て
「
デ
マ
ン
ド
タ

ク
シ
ー
」
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
蚕
桑
、
鮎
貝
エ
リ
ア

を
中
心
に
走
り
、
平
成
21
年
４
月

か
ら
は
町
内
全
域
を
運
行
す
る
予

定
で
す
。
８
月
中
は
利
用
者
の
か

た
に
慣
れ
て
い
た
だ
く
た
め
に
無

料
運
行
し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の

ご
利
用
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

８
月
１
日
朝
、
出
発
式
が
朝
日

観
光
タ
ク
シ
ー
の
本
社
前
で
行
わ

れ
ま
し
た
。
橋
本
町
長
、
船
山
町

議
会
議
長
、
小
口
区
長
会
長
、
目

黒
朝
日
観
光
タ
ク
シ
ー
社
長
が
事

業
開
始
を
祝
い
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
。

そ
の
後
、
運
転
手
の
か
た
に
鮎
貝

小
学
校
２
年
生
の
佐
藤
里
穂
さ
ん

か
ら
安
全
な
運
行
を
祈
っ
て
花
束

が
手
渡
さ
れ
、
第
１
便
が
出
発
し

ま
し
た
。

８月は
無料運行
します

★運行日
　月曜から金曜の週５日（土日祝日、年末年始は運休）
★利用料金
　１回あたり500円（未就学児は無料）
＊８月中は無料運行
★時刻表

＊時刻は、デマンドタクシーが出発する目安です。
　複数のかたとの乗り合いとなりますので、予約状
　況によって待ち時間や到着時間が変わります。時
　間には十分余裕を持ってご利用ください。
★デマンドタクシー運行エリア

（１）蚕桑・鮎貝地区内はどこでも乗り降りできます。
（２）荒砥方面に行く場合は、①町立病院→②町役場
　　→③パワーセンター→④パレス松風→⑤荒砥駅
　　が停留所となります。
（３）帰る場合も、上記①～⑤の場所からご乗車いた
　　だきます。
（４）荒砥、十王、鷹山、東根地区にお住まいのかた
　　でも、上記①～⑤間の移動や①～⑤から川西エ
　　リアに行くこともできます。
★利用者登録
　デマンドタクシーの利用にあたっては利用者登録
が必要になります。登録は役場総務政策課へ。
★利用方法はいろいろです
・自宅から町立病院までの送迎に
・役場への用足しや買い物に
・パレス松風へ行ってゆっくり温泉に

★ご予約は　予約センター
☎８５－０３６５へ

【受付時間】平日午前８時～午後４時まで
＊土日祝日は受け付けておりませんので、月曜日の
　予約は前の週の金曜日までお願いします。

午前 午後

午前 8 時便 午後 1 時便

午前 9 時便 午後 2 時便

午前 10 時便 午後 3 時便

午前 11 時便 計７便

停留所�
白鷹町役場

停留所�
荒砥駅

停留所�
パワーセンター

停留所�
町立病院

停留所�
パレス松風

【問い合わせ・利用者登録】
総務政策課　政策企画係

☎85－6123

玄関先までお迎えにあがります。
通院や買い物など、ご利用をお待ちしています。
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児童福祉の制度・手当を紹介します

児童扶養手当特別児童扶養手当
　児童扶養手当は、父の死亡、父母の離婚などによ
る生活の激変を和らげ、母子家庭の自立を促すこと
を目的に支給されます。

●児童扶養手当を受給できるかた

　18歳に達する年度末（心身に障がいがある児童は
　20歳未満）までの児童を養育している母子家庭の
　母または養育者
　＊次の場合は、対象になりません。
　・養育者の所得が一定額以上の場合
　・養育者、対象児童が公的な年金を受けることがで
　　きる場合
　・対象児童が、児童福祉施設などに入所している場
　　合など

●平成20年４月以降の児童扶養手当について

　平成20年４月から、手当てを受けてから５年を経
過したかた（８歳未満の児童を監護するかたを除く）
は、手当額が２分の１に減額されます。該当するか
たに届書を送付しますので忘れずに届出ください。
＊次の場合は、対象になりません。
・あなたが働いているか、求職活動をしている場合
・あなたが身体上または精神上の障害がある場合
・あなたが病気やケガで働くことができない場合
・あなたが子どもや親族を介護しなければならない
　ため働くことができない場合

●現況届の提出をお忘れなく

　手当を受給しているかたは、毎年８月中に現況届
の提出が必要になります。
　現況届の提出がないと、８月分以降の手当を受け
ることができません。忘れずに提出ください。

　特別児童扶養手当は、精神または身体に障がいの
ある児童の福祉増進のために支給されます。

●特別児童扶養手当を受給できるかた

　20歳未満で精神または身体に障がいのある児童を
　養育している父母または養育者
　＊次の場合は、対象になりません。
　・対象児童が児童福祉施設などに入所している場合
　・養育者の所得が一定額以上の場合など

●支給内容
４月、８月、12 月の３期に分けて支給します。

児童の数 全部支給のとき 一部支給のとき

１人目 ４１，７２０円
４１，７１０～
９，８５０円

２人目 ５，０００円を加算

３人目以降 ３，０００円を加算

●所得制限限度額について
扶養親族
等の数

本人の所得制限 配偶者・扶養義
務者の所得制限全部支給 一部支給

０人 １９万円未満 １９２万円未満 ２３６万円未満

１人 ５７万円未満 ２３０万円未満 ２７４万円未満

２人 ９５万円未満 ２６８万円未満 ３１２万円未満
＊扶養親族の数が３人以上のときは、１人につき　
　38万円を加えた額になります。

●支給内容
４月、８月、11 月の３期に分けて支給します。
障害等級 １級 ２級

手当の月額 ５７，７５０円 ３３，８００円

●所得制限限度額について
扶養親族
等の数

本人の所得制限
配偶者・扶養義務者

の所得制限

０人 ４５９万６千円 ６２８万７千円

１人 ４９７万６千円 ６５３万６千円

２人 ５３５万６千円 ６７４万９千円
＊扶養親族の数が３人以上のときは、１人につき　
　38万円を加えた額になります。

詳しい手続き、ご相談は、
健康福祉課子育て支援係

（☎86－0212）
　にお問い合わせください。

●所得状況届の提出をお忘れなく

　手当を受給しているかたは、毎年８月11日から９
月10日までの間に、所得状況届の提出が必要になり
ます。
　所得状況届の提出がないと、８月分以降の手当を
受けることができません。忘れずに提出ください。
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◆第３次行財政改革大綱の進捗度
　　取り組むべき重点課題 49 項目のうち

計画どおり
実施

計画どおりで
ないが
概ね達成

計画どおりに
進んでいない

未実施

３０ １８ １ ０
61.2% 36.7% 2.0% 0.0%

平成 19 年度で

総額２億 8,900万円
の効果額となりました。

＊第３次行革の成果は、白鷹町ホーム
ページの「行財政改革」コーナーにも
掲載していますのでご覧ください。

問い合わせ
総務政策課　総務係
☎85－6120

　電子自治体の推進
○県、各市町村連携による電子申請・届出システム
　（給与支払報告〈総括表〉、公的年金等支払報告
　〈総括表〉、戸籍の附票の写し交付申請、住民票の
　写し交付申請）を稼動しました。

　財政及び公営企業の健全化
○町税収入の確保
　【口座振替加入促進制度により、口座振替件数が
　前年度対比687件増加】
○遊休資産の処分
　【柏原団地跡地、鮎貝赤土地内、法定外公共物の
　処分】
○議員定数見直し
　【18人→14人〈平成19年５月から実施〉】
○人件費の抑制
　【退職勧奨６人、職員給料削減の実施、町長20％、
　副町長12％、教育長６％給料削減】
○物件費、旅費、補助金、負担金の縮減と新たな需
　要への対応
○水道事業への繰出金の抑制

　公営企業等の経営健全化
○病院事業
　→心エコー（超音波診断装置）・アルゴンプラズマ
　手術装置・人口呼吸器・血液ガスシステム導入に
　よる医療水準の維持向上、レセプト電算システム

　などの整備による医療事務の効率化、給与・財務
　状況の公表、466千円の黒字となりました。
○下水道事業
　→水洗化率80.3％、使用料収納率 現年度98.9％、
　過年度47.1％、給与・財務状況の公表
○水道事業
　→収納率 現年度98.0％、過年度54.9％、給与・財
　務状況の公表
○土地開発公社
　→鮎貝工業用地を処分、給与・財務状況の公表
○第三セクター
　→給与・財務状況の公表

　町民の参画機会の拡充
○地区座談会の開催
　【蚕桑・鮎貝・荒砥・十王・鷹山・東根で開催】
○パブリックコメントの実施
　【町民プール整備計画、白鷹町保育の将来ビジョ
　ン、白鷹町安全安心まちづくり条例】
○女性委員登用率の拡大【女性委員登用率29.8％】
○協働のまちづくりモデル事業
　【山口、中山地区に導入（山口地区は平成18年度
　より継続）】

以上の取り組みの結果、
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第３次行財政改革
３年目の成果をお知らせします

　組織機構の見直し
○総務課と政策改革課を統合して「総務政策課」に
　しました。また、重要施策を円滑に進めるため
　「まちづくり推進課」を設置しました。

　職員の定員管理
○平成17年度に策定した「定員適正化計画」に基づ
　き、職員数の削減を行いました。
　【職員数は平成16年度比28人減の227人】

　職員の資質向上
○職員研修を積極的に行いました。
　【町独自研修５件、受講者数175人、派遣研修50人】

　事務事業の見直し
○平成18年度施政方針に係る事務事業63事業を評価
　し、結果を公表しました。
○環境マネジメント（ISO14001）は、認証取得後３

◆経費節減等の財政効果
  　（普通会計）

区　分
歳入

確保策
歳出

削減策
合計

計画
（百万円）

12 279 291

実績
（百万円）

69 220 289

達成率 575.0% 78.9% 99.3%

　町では平成17年度から平成21年度までを計画期間とした「第３次白鷹町行財政
改革大綱」を策定し、徹底した行財政改革に取り組んでいます。その取り組みの
第３年目となる平成19年度の主な内容と成果についてお知らせします。

　年を経過したことによる更新審査と職員研修を実
　施しました。

　民営化・民間委託の推進
○平成21年度から、よつば保育園の指定管理者制度
　による民間委託を行うことを決定しました。また
　「白鷹町保育の将来ビジョン」の答申を受け、町
　内の保育園のあり方、さらに川西地区の統合につ
　いて検討しました。

　公共工事の見直し
○協働のまちづくり事業により、９区で地域主体に
　よる事業を行いました。
○入札予定価格130万円以上の事業について、入札
　予定を閲覧とホームページにより公表しました。
○入札結果について、閲覧とホームページにより公
　表しました。

◆各項目ごとの計画と実績額
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　７月５日、粥餅田湿原の保全活動が行わ
れました。この湿原は、希少な動植物が生
息する区域で、昭和57年に町の指定天然記
念物となっています。しかし、葦

よし

の繁殖で
湿地面が減少し、その存在が危ぶまれてい
ました。今回、町内のかたにご協力をいた
だき、葦刈りとその運び出しを実施。今後
も湿原の保全活動に努めていくということ
です。身近にある貴重な生態系をわたした
ちの手で、大切にしていきたいですね。

希
少
生
物
�
宝
庫

粥
�

�

�

�餅
田�

湿
原
�
保
全
活
動

　７月12日、13日、白鷹紅花まつりが行わ
れました。花と体験、芸能、味を楽しめる
企画が満載で、県内外から多くのお客さま
が来場しました。萩野大日堂では、背景に
かやぶき屋根のお堂を入れ、可憐な黄色い
花をカメラに納める人でにぎわいました。
今年は染料となる紅もちの生産拡大を目指
しました。それに伴う人手不足を補うため
「花摘み猫の手隊」を実行委員会で募集し、
連日花摘みに活躍いただきました。

暑
�
今
年
�
花
�
大
�
�
成
長

第
14
回
白
鷹
紅
花
�
�
�

　８月３日、地域の荒砥高校を応援しよう
というコンサートが同校体育館で行われま
した。しらたか的音楽映画塾の一環で、小
室等さん、近藤房之助さんらプロのアーテ
ィストが演奏。一段と熱く感じられる歌声
が会場に響きわたりました。また、荒砥高
校応援団の応援歌、同校吹奏楽部の演奏が
披露され、来場者の心を打ちました。生徒
の日々の姿も知ることのできたコンサート。
音楽を通じ気持ちを一つにした時間でした。

音
楽
�
通
�
合
�
学
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�
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思
�
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�
荒
砥
高
校
�
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�

　８月初め、パワーセンターを主会場に、
「しらたか的」が開催されました。今年も
歴史探訪や映画入門など多彩な塾を手づく
りで企画。３日には、浅立公民館で味噌造
り塾が行われました。講師の鈴木徳則さん
から指導を受け大豆と麹をこね、自分たち
だけのみそ仕込みに挑戦しました。参加者
は「初めての感触にドキドキした。できあ
がるのが楽しみ」と笑顔をこぼしていまし
た。来年も帰ってきてください、白鷹へ。

熱
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付

　

白
鷹
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
（
小

関
吉
郎
会
長
）
か
ら
、
福
祉
の
た

め
に
使
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
ボ

ラ
ン
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ア
任
意
団
体
「
ち
ょ
ぼ

ら
の
家
」
に
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せ
ら

れ
ま
し
た
。

　

ち
ょ
ぼ
ら
の
家
は
、
平
成
16
年

５
月
に
開
設
さ
れ
た
宅
老
所
で
、

お
年
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が
い
き
い
き
、
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と
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よ
う
に
と
サ
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事
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手
伝
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な
ど

を
行
っ
て
い
ま
す
。
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　８月２日、萩野地区でＥＭ泥団子の投入
作業が行われました。ロープに、泥団子と
ＥＭ菌の作用を高める炭をつめた袋を交互
に下げ、３つの沼に沈めました。また昨年
投入した木箱の泥団子の入れ替えも実施。
今後は投入前と投入後の水質を比べ、効果
を確かめる計画です。最上川浄化を最大の
目標に掲げ、まずは地域の河川からきれい
にしようという萩野地区の皆さん。わたし
たちも身近な環境浄化から始めましょう。

蛍
�
飛
�
交
�
�
�
�
�
�
川
�
�
�
�
�

萩
野
地
区
�
�
�
泥
団
子
�
投
入

　７月８日、９日、こぐわ保育園の園児59
人が、さくらバスに乗ってパレス松風まで
の区間を往復しました。７月末で休止とな
る町営バスを子どもたちの心の中に覚えて
いてほしいとパレス松風が企画。森林公園
を散歩したり、ソフトクリームをごちそう
になったりしました。初めて乗った園児が
多く、地域を走る桜色のバスに乗って少し
興奮気味。最後はありがとうの気持ちで、
さくらバスと記念写真を撮りました。
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７
月
８
日
、
山
形
銀
行
本
店
で
、

白
鷹
紅
花
ま
つ
り
を
Ｐ
Ｒ（
宣
伝
）

す
る
展
示
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

毎
年
、
ま
つ
り
開
催
前
の
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間

行
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ロ
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に
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の
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花
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ラ
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並
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の
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を
楽
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今
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業
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場
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。

　７月６日、パワーセンターにおいて、介
護者講演会が行われました。町と白鷹町認
知症高齢者見守りネットワーク協議会が企
画し、約200人が参加しました。昨年に引
き続き川崎幸クリニック院長の杉山孝博さ
んから「続・認知症の理解と援助」の話を
お聞きし、認知症の早期発見と早期受診の
大切さ、認知症の症状の具体的な対応のし
かた、一人暮らしの認知症の地域ケアなど
について理解を深めました。
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　平成８年度から12年間、地域の足として
走り続けたさくらバスが、デマンドタクシ
ーへの移行に伴い、その歴史に幕を下ろし
ました。７月31日午後５時57分、３人のお
客さまを乗せた最終便がパレス松風前に到
着。関係者によって拍手で迎えられました。
終了式では、最終便の運転手となった高橋
良一さんに花束が贈られました。これまで
延べ11万6000人を運んでくれたさくらバ
ス、本当にお疲れさまでした。
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４年　50m　平泳ぎ

1 菊地　　遥 東根 48”46 新

2 新宮　菜月 荒砥 1’05”71

3 五十嵐千華 蚕桑 1’13”44

５年　50m　バタフライ

1 金田日菜子 蚕桑 46”66

2 長谷部陽香 鮎貝 53”47

3 加藤　桃華 東根 54”40

５年　50m　自由形

1 梅津　香穂 東根 39”26

2 長谷部陽香 鮎貝 39”94

3 梅津　桐里 東根 42”08

５年　50m　背泳ぎ

1 梅津　香穂 東根 45”17 新

2 髙野　清美 鮎貝 54”50

3 中川　真希 蚕桑 1’06”61

５年　50m　平泳ぎ

1 齋藤　慈子 鮎貝 56”32

2 小松　朱璃 荒砥 58”16

3 新野ひかり 東根 58”34

５年　100m　バタフライ

1 孫田　和奏 蚕桑 2’03”91

５年　100m　自由形

1 紺野　瑞穂 東根 1’43”57

2 相馬　春香 鮎貝 1’44”20

3 樋口　香菜 鮎貝 1’58”74

５年　100m　平泳ぎ

1 齋藤　慈子 鮎貝 1’59”88

５年　100m　個人メドレー

1 金田日菜子 蚕桑 1’42”80

2 加藤　桃華 東根 1’57”21

3 芳賀南都子 鮎貝 2’00”98

６年　50m　バタフライ

1 船山　千帆 蚕桑 42”62

６年　50m　自由形

1 田苗里佳子 蚕桑 38”12

2 渡部　千尋 蚕桑 39”64

3 大滝　碧菜 鮎貝 39”67

６年　50m　背泳ぎ

1 大滝せりか 鮎貝 48”89

2 川部　涼香 鷹山 54”33

3 渡部　千尋 蚕桑 57”00

６年　50m　平泳ぎ

1 今野　奏鳴 蚕桑 54”16

2 梅津　智佳 東根 57”18

3 渡部真理子 鮎貝 1’00”28

６年　100m　自由形

1 田苗里佳子 蚕桑 1’27”11

2 三津井美波 東根 1’34”54

3 梅津　　瞳 東根 1’37”35

６年　100m　背泳ぎ

1 鈴木　耶々 東根 2’12”22

６年　100m　平泳ぎ

1 梅津　智佳 東根 2’02”91

2 渡邉　紗可 荒砥 2’04”66

3 小林　桃子 蚕桑 2’05”85

６年　100m　個人メドレー

1 船山　千帆 蚕桑 1’39”96

2 梅津　　瞳 東根 1’56”56

3 渡邉　紗可 荒砥 2’11”18

200m　メドレーリレー

1 蚕桑小学校 3’00”12

2 東根小学校 3’05”56

〔梅津　香穂（小５・背） 45”51　①新〕

3 鮎貝小学校 3’06”17

〔土屋　楓子（小４・背） 39”68　①新〕

200m　フリーリレー

1 蚕桑小学校 2’31”88

2 鮎貝小学校 2’35”49

3 東根小学校 2’41”71

中学校・男子
順位 氏名 所属 タイム 備考

50m　バタフライ

1 安達　信幸 東中 30”23

2 岩崎　大地 東中 35”14

50m　自由形

1 澤浦　将光 東中 27”94

2 紺野　　暉 東中 36”06

3 迎田　俊崇 東中 41”41

50m　背泳ぎ

1 梅津　哲弥 東中 33”82

2 横川　智志 東中 40”87

3 田井地　諒 東中 40”92

50m　平泳ぎ

1 竹田衣武希 東中 38”80

2 鈴木　大成 東中 42”52

100m　バタフライ

1 安達　信幸 東中 1’06”58

100m　自由形

1 澤浦　将光 東中 1’01”96

2 岩崎　大地 東中 1’06”09

3 横川　智志 東中 1’08”41

100m　背泳ぎ

1 梅津　哲弥 東中 1’16”04

100m　平泳ぎ

1 竹田衣武希 東中 1’22”36

2 鈴木　大成 東中 1’30”66

3 迎田　俊崇 東中 1’47”94

200m　メドレーリレー

1 東中Ａ 2’09”43 新

2 東中Ｂ 2’27”80

200m　フリーリレー

1 東中Ａ 1’53”75 新

2 東中Ｂ 2’08”06

中学校・女子
順位 氏名 所属 タイム 備考

50m　バタフライ

1 工藤　美紀 東中 38”02

50m　自由形

1 小関　佑佳 東中 35”75

50m　背泳ぎ

1 新野ひとみ 東中 41”10

50m　平泳ぎ

1 藤川　千穂 東中 44”36

2 梅津　沙織 東中 45”22

100m　自由形

1 新野ひとみ 東中 1’13”14

2 小関　佑佳 東中 1’16”53

100m　平泳ぎ

1 梅津　沙織 東中 1’34”81

100m　個人メドレー

1 藤川　千穂 東中 1’26”33

2 工藤　美紀 東中 1’26”59

200m　メドレーリレー

1 東中 2’37”50

200m　フリーリレー

1 東中 2’16”74

高等学校・男子
順位 氏名 所属 タイム 備考

50m　バタフライ

1 梅津　陽太 長井 31”57

2 工藤　貴徳 米沢中央 31”82

3 児玉真乃介 長井 32”65

50m　自由形

1 大宮　勇貴 基督独立 28”52

2 児玉真乃介 長井 28”63

3 工藤　貴徳 米沢中央 29”95

50m　背泳ぎ

1 工藤　貴徳 米沢中央 35”92

2 児玉真乃介 長井 36”02

3 梅津　陽太 長井 38”63

50m　平泳ぎ

1 工藤　貴徳 米沢中央 39”29

2 児玉真乃介 長井 39”40

3 梅津　陽太 長井 42”10

100m　バタフライ

1 児玉真乃介 長井 1’11”73

2 梅津　陽太 長井 1’12”36

3 工藤　貴徳 米沢中央 1’15”44

100m　自由形

1 児玉真乃介 長井 1’01”26

2 工藤　貴徳 米沢中央 1’04”28

3 大宮　勇貴 基督独立 1’04”53

100m　背泳ぎ

1 児玉真乃介 長井 1’15”79

2 工藤　貴徳 米沢中央 1’16”01

3 梅津　陽太 長井 1’24”00

100m　平泳ぎ

1 工藤　貴徳 米沢中央 1’24”78

2 児玉真乃介 長井 1’26”22

3 梅津　陽太 長井 1’30”16

200m　個人メドレー

1 児玉真乃介 長井 2’37”45

2 工藤　貴徳 米沢中央 2’40”50

3 梅津　陽太 長井 2’53”20

200m　メドレーリレー

1 東中ＯＢ 2’17”25

200m　フリーリレー

1 東中ＯＢ 1’54”09 新

高等学校・女子
順位 氏名 所属 タイム 備考

50m　バタフライ

1 新野　舞子 長井 34”36 新

2 安達　裕美 長井 39”59

3 岩崎　礼菜 長井 40”93

50m　自由形

1 岩崎　礼菜 長井 32”13

2 安達　裕美 長井 34”60

50m　背泳ぎ

1 新野　舞子 長井 39”18 新

2 岩崎　礼菜 長井 46”07 新

3 安達　裕美 長井 46”49

50m　平泳ぎ

1 岩崎　礼菜 長井 39”54 新

2 新野　舞子 長井 46”05 新

3 安達　裕美 長井 50”17 新

100m　バタフライ

1 新野　舞子 長井 1’16”43

100m　自由形

1 岩崎　礼菜 長井 1’10”02

2 安達　裕美 長井 1’15”61

100m　背泳ぎ

1 安達　裕美 長井 1’35”26

100m　平泳ぎ

1 岩崎　礼菜 長井 1’24”73 新

2 安達　裕美 長井 1’44”02 新

200m　個人メドレー

1 新野　舞子 長井 2’59”43 新

2 岩崎　礼菜 長井 3’11”68 新

3 安達　裕美 長井 3’32”24

一般・男子
順位 氏名 所属 タイム 備考

200m　フリーリレー

1 白鷹町水泳連盟 2’09”57
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小学校・男子
順位 氏名 所属 タイム 備考

３年　50m　バタフライ

1 松岡伽威亜 荒砥 1’05”19

2 鈴木　真道 東根 1’13”26

3 海老名春来 鷹山 1’36”71

３年　50m　自由形

1 加藤　裕哉 蚕桑 50”17

2 岡田　和真 東根 53”67

3 新井　駿介 東根 54”89

３年　50m　背泳ぎ

1 加藤　裕哉 蚕桑 1’04”07

2 橋本　　渉 荒砥 1’05”47

3 海老名　快 鷹山 1’08”32

３年　50m　平泳ぎ

1 新井　駿介 東根 1’05”05

2 松岡伽威亜 荒砥 1’07”29

3 岡田　和真 東根 1’13”39

４年　50m　バタフライ

1 迎田　俊峰 東根 46”18 新

2 加藤　南斗 鷹山 1’00”54

3 橋本　直弥 荒砥 1’02”28

４年　50m　自由形

1 鈴木　皓大 東根 44”51

2 加藤　南斗 鷹山 46”77

3 菊地　大雅 荒砥 47”82

４年　50m　背泳ぎ

1 鈴木　皓大 東根 48”19

2 鈴木　智裕 東根 58”37

3 高橋力樹也 東根 1’13”78

４年　50m　平泳ぎ

1 迎田　俊峰 東根 49”44

2 鈴木　智裕 東根 57”39

3 橋本　直弥 荒砥 1’00”40

５年　50m　バタフライ

1 岡野　　成 東根 51”57

2 原田  　航 鮎貝 57”94

3 佐藤　宏樹 蚕桑 1’00”46

５年　50m　自由形

1 原田  　航 鮎貝 44”58

2 小関　駿平 荒砥 46”53

3 小形　駿一 東根 48”66

５年　50m　背泳ぎ

1 青木　順一 東根 40”59 新

2 鈴木　優人 鮎貝 53”88

3 大木　拓馬 東根 58”91

５年　50m　平泳ぎ

1 小形　瞭真 東根 49”83

2 安部　航平 荒砥 50”66

3 村上　魁人 東根 54”12

５年　100m　バタフライ

1 紺野　蒼天 東根 1’23”03 新

５年　100m　自由形

1 加藤　稜哉 蚕桑 1’19”76 新

2 小形　駿一 東根 1’45”49

3 梅津　宏紀 東根 1’51”72

５年　100m　背泳ぎ

1 青木　順一 東根 1’26”01 新

５年　100m　平泳ぎ

1 加藤　稜哉 蚕桑 1’44”96

2 安部　航平 荒砥 1’49”44

3 村上　魁人 東根 1’55”30

５年　100m　個人メドレー

1 紺野　蒼天 東根 1’21”96 新

2 小形　瞭真 東根 2’10”43

６年　50m　バタフライ

1 吉村　昂訓 蚕桑 41”06

2 高橋　駿也 東根 45”99

3 高橋　和希 蚕桑 57”97

６年　50m　自由形

1 丸川　　琢 荒砥 34”52

2 吉村　昂訓 蚕桑 35”60

3 山本　　仰 荒砥 38”54

６年　50m　背泳ぎ

1 山本　　仰 荒砥 52”40

2 鹿野　裕太 荒砥 56”49

3 菊地　聖人 東根 1’01”45

６年　50m　平泳ぎ

1 長谷部祥太 鮎貝 47”86

2 大滝　知己 荒砥 49”02

3 蹄　　祐太 荒砥 49”56

６年　100m　バタフライ

1 橋本　陽貴 東根 2’25”06

６年　100m　自由形

1 丸川　　琢 荒砥 1’18”25

2 金子　大輔 鮎貝 1’25”86

3 小形　晃平 東根 1’30”84

６年　100m　背泳ぎ

1 菊地　聖人 東根 2’16”25

６年　100m　平泳ぎ

1 川田　　匠 鮎貝 1’51”38

2 菅間　辰芳 東根 1’57”65

3 海老名　涼 鷹山 2’00”75

６年　100m　個人メドレー

1 齋藤　航平 鮎貝 3’03”17

200m　メドレーリレー

1 東根小学校 2’42”58

〔青木　順一（小５・背） 39”48　①新〕

2 荒砥小学校 2’58”21

3 蚕桑小学校 3’02”98

〔加藤　稜哉（小５・背） 43”32　①新〕

200m　フリーリレー

1 東根小学校 2’23”30

〔紺野　蒼天（小５・自） 33”39　①新〕

2 荒砥小学校 2’36”36

3 蚕桑小学校 2’37”44

小学校・女子
順位 氏名 所属 タイム 備考

３年　50m　自由形

1 新野　菜見 鮎貝 53”21

2 東海林奈子 荒砥 55”97

3 安部　美聡 東根 56”08

３年　50m　背泳ぎ

1 菅原　麻鈴 荒砥 1’04”02

2 新野　菜見 鮎貝 1’07”80

3 紺野百合子 荒砥 1’14”28

３年　50m　平泳ぎ

1 丸川真由子 蚕桑 1’08”14

４年　50m　バタフライ

1 菊地　　遥 東根 46”25

2 児玉　晴菜 蚕桑 1’19”45

４年　50m　自由形

1 土屋　楓子 鮎貝 35”70 新

2 芳賀佑里乃 鮎貝 48”71

3 横山れのん 荒砥 51”63

４年　50m　背泳ぎ

1 土屋　楓子 鮎貝 41”34 新

2 芳賀佑里乃 鮎貝 56”53

3 鈴木　里実 蚕桑 1’13”49

第45回白鷹町小中学校及び
町民水泳大会の結果

７月29日　稲荷ヶ丘町民プール
＊各種目３位まで掲載。1’23”45＝１分23秒45
＊「新」は大会新記録
＊「①新」はリレー第１泳者新記録で、氏名（学年・種目）を記載。
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“元気ニコニコしらたか21”を町民と行政が協働で推進しています！（元気ニコニコ推進会議）

元気ニコニコ

しらたか21

元気ニコニコ

しらたか21

白鷹町健康増進計画
◎元気いっぱい子どもの健康づくり～おいしく食べて元気に育つ

　フッ素塗
と ふ

布を受けたことがある（３歳児）

　　計画策定時　　  　　　 現状（平成19年度）　　　目標（平成22年度）

90.0% 97.3%

※フッ素塗布とは、むし歯予防のためにフッ素を歯に塗ることです。
※計画策定時の割合は平成14年度健診実績を基に算出しました。
※歯の健康を守るために、再石灰化促進作用のあるフッ素の活用を進めています。

評
価
と
今
後
の
取
り
組
み

　

１
歳
６
カ
月
、
２
歳
６
カ
月
歯
科
健
診
で
フ
ッ
素
塗

布
事
業
を
実
施
し
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、「
塗
布
経
験
あ

り
」
の
割
合
が
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。
目
標
達
成
ま
で

も
う
一
歩
で
す
。
フ
ッ
素
を
健
診
に
取
り
入
れ
て
か
ら
、

３
歳
児
健
診
の
む
し
歯
保
有
率
が
50
％
を
超
え
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。
む
し
歯
保
有
率
30
％
未
満
を
目
標
と

し
て
い
ま
す
の
で
、
フ
ッ
素
の
効
果
を
さ
ら
に
上
げ
る

た
め
に
、
仕
上
げ
磨
き
や
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
の
習
慣
化
、

バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
生
活
、
早
寝
早
起
き
の
生
活
リ

ズ
ム
確
立
な
ど
を
進
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た

め
に
、
乳
幼
児
（
歯
科
）
健
診
を
充
実
し
、
地
域
で
行

わ
れ
る
親
子
教
室
や
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
遊
び
広
場

な
ど
と
連
携
し
て
、
啓
発
活
動
を
行
い
ま
す
。

幼児期の歯磨きのワンポイント
～フッ素塗布の効果をアップするために～

①仕上げ磨きは大人が毎日してあげましょう。

②歯ブラシは２本用意しましょう（子ども用・仕上げ磨き

　用各１本ずつ）。

③食事の後や就寝前は必ず歯磨きを行いましょう。

④歯磨き・仕上げ磨きの後は笑顔でほめてください。泣い

　てしまっても決して怒ったりしないでください。「歯磨き

　しねど、注射してもらうがらな」などとは絶対に言わな

　いでください。

⑤規則正しい食事とおやつを心がけてください。

　幼児期は歯磨きの習慣をつけるとても大切な時期です。
「嫌がるからしない」などとやめてしまわず、ほめながら
歯磨きの習慣を身につけさせていきましょう。

健康のひろば

100.0%

目
標
達
成
に
向
け
て
の
取
り
組
み

　

町
で
は
、
１
歳
６
カ
月
、
２
歳
６
カ

月
、
３
歳
児
の
歯
科
健
診
を
実
施
し
て

お
り
、
１
歳
６
カ
月
、
２
歳
６
カ
月
で

は
「
フ
ッ
素
塗
布
事
業
」
も
実
施
し
て

い
ま
す
。
歯
科
保
健
は
、
両
親
学
級
・

９
カ
月
健
診
で
も
健
康
教
育
を
実
施
し
、

う
歯し

（
む
し
歯
）
予
防
の
早
期
対
応
と

ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
の
習
慣
化
を
重
点
に
事

業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
元
気
ニ
コ
ニ

コ
推
進
会
議
で
は
、
食
育
グ
ル
ー
プ
を

中
心
に
歯
科
保
健
研
修
会
を
開
催
し
、

啓
発
に
努
め
て
い
ま
す
。

フッ素の効用

　むし歯予防先進国で、むし歯が減ったの
は「フッ素を利用したから」と答えます。

　フッ素の３大効用
　　①酸に溶けにくい強い丈夫な歯を
　　　つくる
　　②むし歯の原因菌のはたらきを抑
　　　える
　　③むし歯になりかけた歯の表面を
　　　もとに戻す

３歳児歯科健診の状況
平成 15 年度 平成 16 年度 平成 17 年度 平成 18 年度 平成 19 年度

受診児数 （人） 130 142 133 120 111
むし歯のある者 （人） 59 70 20 42 44
むし歯の保有率 （％） 45.4 49.3 15 35 39.6
フッ素塗布経験あり （人） 126 136 121 112 108
フッ素塗布経験あり （％） 96.9 95.8 91 93.3 97.3

中間評価

目標達成まで、もう一歩！歯を
大切に
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いったい？

２歳Ａ「あっ　めんめいだ」
保育士「ハエだよ」
２歳Ａ「はえ？」
保育士「そう、ハエ」
２歳Ｂ「はい！」
（右手を挙げて返事をしました）

あゆかい保育園

佳
作　

旅
日
記
め
く
り
思
い
出
新
た
に
し　
　
　
　

浅　

立　

梅
津
た
つ
ゑ

〃　
　

旅
の
宿
思
わ
ぬ
人
の
芸
に
沸
く　
　
　
　
　

浅　

立　

小
形　

義
三

〃　
　

物
価
高
旅
行
積
み
立
て
追
い
付
か
ぬ　
　
　

山　

口　

石
川
与
次
衛
門

　
　
　

二
度
召
さ
れ
官
費
旅
行
と
冷
や
か
さ
れ　
　

鮎　

貝　

赤
間　

道
雄

〃　
　

旅
の
宿
結
び
直
し
た
赤
い
糸　
　
　
　
　
　

滝　

野　

安
達　

昭
吾

〃　
　

旅
人
の
心
を
癒
す
故
郷
訛
り　
　
　
　
　
　

高　

玉　

片
山　

時
美

〃　
　

旅
づ
か
れ
や
っ
ぱ
り
家
が
い
い
と
言
う　
　

高　

玉　

高
橋　

朝
子

〃　
　

思
い
出
の
旅
の
写
真
で
茶
が
弾
み　
　
　
　

荒
砥
甲　

井
澤
芙
佐
子

〃　
　

旅
立
ち
の
朝
は
せ
つ
な
い
親
心　
　
　
　
　

世
田
谷　

遠
藤　

八
重

〃　
　

人
生
の
旅
路
見
守
る
母
の
愛　
　
　
　
　
　

畔　

藤　

梅
津　

と
も

〃　
　

い
ず
れ
行
く
一
人
の
旅
に
地
図
は
な
い　
　

畔　

藤　

堀
内　

芳
夫

〃　
　

黄こ
う
せ
ん泉
の
旅
に
忘
れ
た
妻
の
杖　
　
　
　
　
　

荒
砥
乙　

土
谷　

灯
一

秀
逸　

悲
し
み
を
忘
れ
る
筈
の
独
り
旅　
　
　
　
　

高　

玉　

金
田　

コ
ト

〃　
　

旅
装
ま
だ
解
け
ぬ
に
土
産
ね
だ
る
孫　
　
　

滝　

野　

海
老
名
達
夫

〃　
　

城
め
ぐ
り
時
代
を
学
ぶ
歴
史
旅　
　
　
　
　

十　

王　

平　
　

恒
人

〃　
　

旅
先
で
畑
の
茄な

す子
に
想
い
馳は

せ　
　
　
　
　

十　

王　

川
部　

隆
雄

〃　
　

特
産
を
旅
の
土
産
に
お
裾す

そ

分
け　
　
　
　
　

十　

王　

志
鎌
は
る
ゑ

〃　
　

い
に
し
え
の
自
然
に
浸
る
癒
し
旅　
　
　
　

荒
砥
甲　

鈴
木
み
き
子

〃　
　

苦
も
楽
も
呑の

ん
で
人
生
旅
つ
づ
く　
　
　
　

畔　

藤　

梅
津　

い
と

〃　
　

お
だ
や
か
に
流
れ
る
よ
う
な
老
い
の
旅　
　

畔　

藤　

大
木
つ
る
ゑ

〃　
　

旅
の
宿
湖
畔
の
入
り
日
美
し
く　
　
　
　
　

横
田
尻　

金
田　

れ
ん

〃　
　

観
る
旅
も
食
う
旅
も
あ
る
い
い
時
代　
　
　

貝　

生　

保
科　
　

努

五
客　

旅
の
恥
土
産
話
が
一
つ
増
え　
　
　
　
　
　

鮎　

貝　

高
橋　
　

正

〃　
　

ド
ラ
マ
一
つ
終
わ
り
気
楽
な
流
れ
旅　
　
　

荒
砥
乙　

大
滝　

栄
子

〃　
　

旅
終
え
て
悔
い
残
さ
な
い
後
始
末　
　
　
　

横
須
賀　

大
滝
健
次
郎

〃　
　

と
き
め
き
を
一
緒
に
詰
め
た
旅
鞄　
　
　
　

高　

岡　

長
岡
み
ち
子

〃　
　

身
の
丈
に
合
っ
た
余
生
の
旅
続
く　
　
　
　

荒
砥
甲　

横
山　

陽
子

人
位　

古
都
の
旅
遠
い
ロ
マ
ン
を
風
に
聞
く　
　
　

浅　

立　

高
橋　

と
み

地
位　

旅
先
で
人
の
情
け
に
触
れ
て
い
る　
　
　
　

高　

岡　

安
部　

柳
子

天
位　

携
帯
で
旅
の
途
中
の
波
の
音　
　
　
　
　
　

山　

口　

渡
部
喜
美
子

　

軸　

鈴
の
音
が
夕
陽
に
熔
け
る
遍
路
旅　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

克
二

次
回　

「
収
穫
」
八
月
末
日
ま
で
。「
包
む
」
九
月
末
日
ま
で
。

は
が
き
に
三
句　

白
鷹
町
荒
砥
乙
四
二
八―

二　
　

高
橋　

白
兎　

宛

�
町
報
川
柳
�　 

　
　
　

旅　
　
　

菊
地　

克
二　

選

ハエ？　はい？

４歳男「ここいったぐした」
保育士「大丈夫だ」
４歳男「うん　あとでガムテープ貼
　　　っとぐ」

●
認
知
症
の
八
大
法
則
と
一
原
則

　

一
人
ひ
と
り
の
症
状
は
違
っ
て

見
え
て
も
、
認
知
症
の
お
年
寄
り

に
は
共
通
の
特
徴
が
あ
り
ま
す
。

ど
う
し
て
そ
の
よ
う
な
症
状
を
示

す
の
か
を
理
解
す
る
こ
と
で
、
介

護
者
の
対
応
は
格
段
に
楽
に
な
る

は
ず
で
す
。

○
第
三
法
則

自
分
に
と
っ
て
不
利
な
こ
と

は
認
め
な
い

　

だ
れ
で
も
自
分
に
不
利
に
な
る

よ
う
な
こ
と
を
認
め
た
く
は
な
い

も
の
で
す
が
、
認
知
症
の
人
の
場

合
、
自
分
の
能
力
低
下
や
記
憶
障

害
を
認
め
た
く
な
い
た
め
に
、
そ

う
し
た
傾
向
が
甚
だ
し
く
な
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

　

失
禁
で
ぬ
れ
た
床
を
指
し
て
確

認
す
る
介
護
者
に
対
し
て
、「
わ
た

し
が
失
禁
す
る
は
ず
が
な
い
。
孫

か
犬
が
や
っ
た
ん
だ
ろ
う
」
と
見

え
透
い
た
言
い
訳
を
す
る
な
ど
、

平
然
と
嘘う

そ

を
つ
く
と
い
っ
た
態
度

に
、
介
護
者
は
悪
い
感
情
を
抱
き

が
ち
で
す
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
は

「
自
己
有
利
の
法
則
」
に
よ
っ
て
、

そ
の
場
し
の
ぎ
の
態
度
で
あ
る
と

理
解
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

�
月
日
�
曜
日
�
質
問
�
�
�
�

�
�
�
�
何
日
�
�
�
�
�
�
�

�
問
�
返
�
�
�
�
答
�
�
�

�
名
前
�
聞
�
�
��
�
�
何
年
�

生
�
�
�
�
�
�
忘
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
認
知
症
状
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
不
都
合
�
�
�
�
言
�
逃
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�

　

こ
れ
ら
は
す
べ
て
こ
の
法
則
が

は
た
ら
く
か
ら
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

介
護
者
が
説
教
し
、
事
実
を
認

め
さ
せ
よ
う
と
す
る
ほ
ど
、
認
知

症
高
齢
者
は
自
己
を
守
ろ
う
と
し

て
、
矛
盾
し
た
言
動
を
重
ね
る
こ

と
に
な
り
、
お
互
い
の
不
信
感
が

増
す
こ
と
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

　

自
己
有
利
の
法
則
を
知
っ
て
い

れ
ば
、「
盗
ま
れ
た
」
と
大
騒
ぎ
し

て
捜
し
て
い
た
物
が
、
い
つ
も
し

ま
っ
て
い
る
場
所
で
見
つ
か
っ
た

と
し
て
も
、
思
い
違
い
を
責
め
た

り
せ
ず
に
「
見
つ
か
っ
て
よ
か
っ

た
ね
」
と
い
う
よ
う
に
、
認
知
症

の
お
年
寄
り
が
守
ろ
う
と
し
て
い

る
自
己
を
傷
つ
け
な
い
形
で
対
応

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
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催　し

白
鷹
町
�
文
化
財
�
訪
�
�

▼
い
つ　

９
月
26
日
（
金
）
午
前

８
時
15
分
（
集
合
）
〜
午
後
３
時

30
分

▼
集
合
場
所　

役
場
前

▼
見
学
場
所　

蚕
桑
・
鮎
貝
地
区

（
横
越
館
跡
、
瑞
龍
院
、
鮎
貝
城

址
、
蔵
高
院
即
身
仏
な
ど
）

▼
講
師　

平
吹
利
数
さ
ん
（
史
談

会
役
員
）

▼
参
加
費　

２
０
０
０
円
（
昼
食

代
含
む
）

＊
当
日
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

▼
定
員　

25
人

▼
締
め
切
り　

９
月
12
日
（
金
）

＊
た
だ
し
、
定
員
に
な
り
し
だ
い

　

締
め
切
り
と
な
り
ま
す
。

▼
主
催　

史
談
会
・
教
育
委
員
会

ほ
か

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

教
育
委

員
会
文
化
振
興
係
／
長
澤
（
☎
85

－

６
１
４
６
）

元
気
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

▼
い
つ　

８
月
24
日
（
日
）

　
　
　
　

午
前
６
時
〜
８
時

　
　
　

（
午
前
５
時
45
分
集
合
）

▼
集
合
場
所　

荒
砥
駅
前
広
場

▼
コ
ー
ス　

荒
砥
・
鮎
貝
周
遊
フ

ッ
ト
パ
ス
コ
ー
ス
（
荒
砥
駅
〜
黒

滝
橋
〜
荒
砥
橋
〜
荒
砥
駅
）

▼
内
容　

早
朝
の
澄
ん
だ
空
気
を

胸
い
っ
ぱ
い
吸
い
込
み
、
最
上
川

の
川
面
を
眺
め
な
が
ら
ゆ
っ
く
り

歩
き
ま
す
。

＊
申
し
込
み
は
不
要
。
当
日
お
集

　

ま
り
く
だ
さ
い
。

▼
次
回
開
催
予
定　

９
月
14
日

（
日
）
白
川
ダ
ム
湖
畔
コ
ー
ス

■
問
い
合
わ
せ　

元
気
ニ
コ
ニ
コ

推
進
会
議
事
務
局
（
健
康
福
祉
課

健
康
推
進
係
・
☎
86

－

０
２
１
０
）

�
�
�
�
保
育
園

�
�
�
夏
�
�
�
�
�
�
�

▼
い
つ　

８
月
30
日
（
土
）

▼
ど
こ
で　

鮎
貝
地
区
公
民
館
ハ

ー
モ
ニ
ー
プ
ラ
ザ

▼
内
容

○
園
児
向
け
行
事（
午
前
９
時
〜
）

○
一
般
公
開
（
午
前
10
時
〜
）

・
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

・
軽
食
売
店

▼
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
出
店
募
集

　

あ
ゆ
か
い
保
育
園
の
保
護
者
が

メ
ン
バ
ー
に
含
ま
れ
て
い
れ
ば
、

ど
な
た
で
も
出
店
で
き
ま
す
。
子

ど
も
の
成
長
が
著
し
い
時
期
は
、

服
、
靴
、
帽
子
な
ど
の
サ
イ
ズ
が

変
わ
っ
た
り
、
お
も
ち
ゃ
や
ビ
デ

オ
の
好
み
も
め
ま
ぐ
る
し
く
変
わ

り
ま
す
。
そ
ん
な
と
き
、
フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
で
売
っ
て
み
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

あ
ゆ
か

い
保
育
園
（
☎
85

－

２
３
６
９
）

山
形
県
里
親
制
度
推
進
講
演
会

▼
い
つ　

８
月
31
日
（
日
）
午
後

１
時
30
分
〜
３
時
30
分

▼
ど
こ
で　

山
形
市
保
健
セ
ン
タ

ー
（
霞
城
セ
ン
ト
ラ
ル
３
階
）

▼
テ
ー
マ
「
二
十
歳
の
里
親〝
瞳
〞

の
生
き
方
」

▼
講
師　

尾
崎
充
信
さ
ん
（
連
続

テ
レ
ビ
小
説
「
瞳
」
の
チ
ー
フ
プ

ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
）

▼
参
加
費　

無
料

※
直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い

（
先
着
２
５
０
人
）。

■
問
い
合
わ
せ　

山
形
県
児
童
家

庭
課
（
☎
０
２
３

－

６
３
０

－

２

２
５
９
）

�
�
�
�
癒
�
�
森
体
験
会

　

新
鮮
な
空
気
や
景
色
の
中
で
、

森
林
散
策
を
通
し
て
森
の
癒
や
し

効
果
を
身
近
に
感
じ
る
体
験
会
で

す
。
健
康
づ
く
り
や
リ
ラ
ッ
ク
ス

の
仕
方
を
体
験
し
ま
せ
ん
か
。

▼
い
つ　

９
月
13
日
（
土
）

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
２
時

▼
ど
こ
で　

愛
宕
山
公
園
（
荒
砥

乙
）

▼
持
ち
物　

弁
当
、飲
み
物
、雨
具

▼
参
加
費　

無
料

▼
締
め
切
り　

８
月
29
日
（
金
）

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

置
賜
総

合
支
庁
森
林
整
備
課
（
☎
０
２
３

８

－

35

－

９
０
５
３
）

伝
統
野
菜
��
親
子
�収
穫
体
験

�
料
理
教
室

▼
い
つ　

９
月
７
日
（
日
）
午
前

９
時
30
分
〜
午
後
２
時

▼
ど
こ
で　

米
沢
市
六
郷
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

▼
内
容

○
薄
皮
丸
な
す
の
収
穫
体
験

○
直
江
兼
続
に
ま
つ
わ
る
講
話

○
「
薄
皮
丸
な
す
と
お
か
ひ
じ
き
」

　

を
用
い
た
料
理
教
室

▼
定
員　

８
組
16
人
（
親
子
ま
た

は
祖
父
母
孫
）

▼
参
加
費　

一
組
１
２
０
０
円

（
食
材
費
込
み
）

●
募
集
期
間　

８
月
25
日
（
月
）

〜
９
月
４
日
（
木
）

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

置
賜
総

合
支
庁
農
業
振
興
課
（
☎
０
２
３

８

－

26

－

６
０
５
１
）

救
急
�
�
�
�
�
�
�
�
�

▼
い
つ　

９
月
６
日
（
土
）
午
後

１
時
10
分
〜
４
時
30
分

▼
ど
こ
で　

高
畠
町
文
化
ホ
ー
ル

「
ま
ほ
ら
」

▼
内
容

○
基
調
講
演
「
災
害
時
の
救
急
医
療
」

○
ミ
ニ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
認
定
救

　

急
士
が
感
じ
る
現
状
」

○
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式
除
細
動

　

器
）
講
習

○
救
急
寸
劇
、
救
急
処
置
ミ
ニ
講

　

習
会
な
ど

■
問
い
合
わ
せ　

置
賜
保
健
所
保

健
企
画
課
（
☎
０
２
３
８

－

22

－

３
８
７
２
）

国
際
�
�
�
�
�
�
�
長
井

認
証
20
周
年
記
念
�
�
�
�
�

�
�
�
�
大
会

【
ゴ
ル
フ
大
会
】

▼
い
つ　

10
月
８
日
（
水
）

○
受
付　

午
前
７
時
30
分
〜

●
モ
ン
テ
デ
ィ
オ
山
形
「
白
鷹
町
応
援
デ
ー
」
�
�
��

�
月
14
日
�
日
�
午
後
�
時
�
�
�
�
��

�
�
�
��

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
山
形
�
天
童
市
�

�
対
戦
�
�
��

�
�
�
�
�
�
山
形
VS
�
�
�
�
�
�
�
広
島�

�
問
�
合
�
��

�
�
�
�
山
形
21
�
☎
�
�
�

�
�
�
�

�

�
�
�
�
�
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募　集

おしらせ

平
成
21
年
３
月
31
日

▼
指
定
さ
れ
た
水
域　

最
上
川
と

そ
の
支
流

▼
注
意
事
項

①
捕
獲
し
た
コ
イ
を
ほ
か
に
持
ち

　

出
し
た
り
、
そ
の
場
所
以
外
に

　

放
流
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

②
飼
育
し
て
い
る
コ
イ
を
川
や
別

　

の
池
な
ど
に
放
流
し
な
い
で
く

　

だ
さ
い
。

③
死
ん
だ
コ
イ
や
調
理
し
た
あ
と

　

の
コ
イ
の
残
さ
い
は
、
川
や
池

　

な
ど
に
捨
て
ず
に
一
般
廃
棄
物

　

と
し
て
処
理
し
て
く
だ
さ
い
。

④
川
や
池
な
ど
で
コ
イ
の
大
量
死

　

や
異
常
が
見
ら
れ
た
場
合
に
は
、

　

役
場
産
業
振
興
課
へ
ご
連
絡
く

　

だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

産
業
振
興
課

（
☎
85

－

６
１
２
７
）

腸
管
出
血
性
大
腸
菌
感
染
症
�

注
意
�
�
�
�
�

　

毎
年
６
月
か
ら
９
月
に
か
け
て
、

腸
管
出
血
性
大
腸
菌
感
染
症
（
Ｏオ
ー

１
５
７
、
Ｏ
１
１
１
、
Ｏ
２
６
な

ど
）
が
多
発
し
ま
す
。
こ
の
病
原

菌
は
牛
、
羊
、
鹿
な
ど
の
大
腸
に

生
息
し
、
肉
や
排
泄せ
つ

物
に
汚
染
さ

れ
た
水
な
ど
を
飲
食
す
る
こ
と
で

感
染
し
ま
す
。

▼
主
な
症
状　

頻
回
の
水
様
便
で
、

激
し
い
腹
痛
を
と
も
な
い
血
便
と

町
営
住
宅�
柏
原
住
宅
�
号
棟
��

入
居
者
募
集

▼
所
在
地　

白
鷹
町
大
字
箕
和
田

１
１
３
６

－
１
９
３

▼
募
集
戸
数　

一
般
用
１
戸
（
木

造
平
屋
・
一
戸
建
）

▼
間
取
り　

３
Ｄ
Ｋ
（
８
＋
８
＋

６
畳
＋
台
所
＋
浴
室
）

▼
家
賃　

月
額
１
万
８
９
０
０
円

〜
４
万
１
４
０
０
円

＊
所
得
額
な
ど
に
よ
り
家
賃
が
異

　

な
り
ま
す
。

▼
敷
金　

家
賃
の
３
カ
月
分

▼
入
居
資
格　

住
宅
困
窮
者
で
、

入
居
す
る
世
帯
の
収
入
が
公
営
住

宅
法
の
基
準
以
下
で
、
同
居
す
る

親
族
が
い
る
か
た

▼
入
居
可
能
日　

９
月
中
旬
以
降

▼
募
集
期
間　

８
月
18
日
（
月
）

〜
28
日
（
木
）

▼
申
込
方
法　

建
設
水
道
課
へ
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。
な
お
、
そ
の
際

に
、
源
泉
徴
収
票
な
ど
の
所
得
が

わ
か
る
も
の
を
ご
準
備
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

建
設
水
道
課
管

理
係
（
☎
85

－
６
１
４
０
）

10
月
�
�
�
中
央
公
民
館
�
利
用

予
約
�
�
�
�

　

８
月
15
日
（
金
）
よ
り
、
平
成

20
年
度
後
期
分
（
10
月
１
日
か
ら

平
成
21
年
３
月
31
日
）
の
利
用
予

約
を
受
け
付
け
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

中
央
公
民
館

（
☎
85

－

６
１
４
３
）

�
母
�
�
交
流
会
参
加
者
募
集

　

県
母
子
連
で
は
、
会
員
・
非
会

員
相
互
の
母
子
家
庭
の
お
母
さ
ん

た
ち
の
交
流
会
を
開
催
し
ま
す
。

▼
い
つ　

９
月
20
日
（
土
）
午
前

●
山
形
県
立
や
ま
な
み
学
園
臨
時
保
育
士
募
集�

�
募
集
人
数�

�
人�

�
職
務
内
容�

知
的
障
�
�
児
�
生
活
支
援
�
療
育
指
導�

�
応
募
要
件�

保
育
士
�
資
格
�
保
有
者

�
採
用
年
月�

平
成
20
年
10
月�

�
雇
用
期
間�

最
長
10
�
月�

�
詳
�
�
�
�
問
�
合
�
�
�
�
�
�
��

�
問
�
合
�
��

�
�
�
�
学
園
�
☎
88

�

�
�
�
�
�

広告
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

＊
重
症
の
合
併
症
を
発
症
す
る
か

　

た
も
い
ま
す
の
で
、
注
意
が
必

　

要
で
す
。

＊
症
状
は
感
染
か
ら
３
〜
８
日
後

　

に
現
れ
ま
す
が
、
症
状
の
出
な

　

い
人
も
い
ま
す
。

▼
予
防
の
ポ
イ
ン
ト　

手
洗
い
、

食
品
の
十
分
な
加
熱
、
調
理
器
具

の
洗
浄
・
消
毒

＊
降
雨
の
影
響
で
、
井
戸
水
に
も

　

雑
菌
が
混
ざ
り
や
す
い
の
で
注

　

意
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

置
賜
地
域
保
健

予
防
課
感
染
症
予
防
担
当
（
☎
０

２
３
８

－

22

－

３
０
０
２
）

お問い合わせ 業務課（Tel85-5233)

更なる業務拡大に向け躍進し続けています

平成20年8月
新工場完成予定

10
時
〜
午
後
４
時
30
分

▼
ど
こ
で　

リ
ナ
ワ
ー
ル
ド

▼
内
容　

講
演
、
お
母
さ
ん
同
士

の
交
流
、
園
内
自
由
行
動
な
ど

▼
対
象　

母
子
世
帯
１
０
０
世
帯

▼
参
加
費
用（
フ
リ
ー
パ
ス
含
む
）

○
お
母
さ
ん　

１
０
０
０
円

○
小
学
生
以
下　

５
０
０
円

○
中
学
生　

１
５
０
０
円

▼
申
込
方
法　

県
母
子
連
に
電
話

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▼
募
集
期
間　

８
月
15
日
（
金
）

か
ら
受
付
を
開
始
し
、
定
員
に
な

り
し
だ
い
締
め
切
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

山
形
県
母
子
寡

婦
福
祉
連
合
会
事
務
局
（
☎
０
２

３

－

６
３
３

－

０
９
６
２
）

○
ス
タ
ー
ト　

午
前
８
時
〜

▼
ど
こ
で　

山
形
南
カ
ン
ト
リ
ー

ク
ラ
ブ
（
川
西
町
）

▼
募
集
人
数　

１
２
０
人
（
30
パ

ー
テ
ィ
ー
）

▼
参
加
費　

３
０
０
０
円
（
申
し

込
み
時
）

＊
プ
レ
ー
費
は
各
自
負
担
で
す
。

【
表
彰
式
・
懇
親
会
】

▼
い
つ　

10
月
８
日
（
水
）

　
　
　
　

午
後
６
時
〜

▼
ど
こ
で　

タ
ス
パ
ー
ク
ホ
テ
ル

▼
会
費　

３
０
０
０
円
（
申
し
込

み
時
）

▼
締
め
切
り　

９
月
５
日
（
金
）

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

国
際
ソ

ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
長
井
／
鈴
木
富
美

子
（
☎
84

－

５
４
３
６
）

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
規
制

措
置
�
�
�
�

　

今
年
も
コ
イ
ヘ
ル
ペ
ス
ウ
イ
ル

ス
病
に
関
す
る
コ
イ
の
移
動
禁
止

な
ど
の
規
制
措
置
が
指
示
さ
れ
ま

し
た
。
期
間
中
、
指
定
さ
れ
た
水

域
で
は
、
コ
イ
の
持
ち
出
し
や
放

流
な
ど
は
行
わ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

▼
期
間　

平
成
20
年
４
月
１
日
〜
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�
富
山
県
�
月
大
雨
災
害
義
援
金
�

�
金
沢
豪
雨
災
害
義
援
金
��
�
協

力
�
�
�
�

　

日
本
赤
十
字
社
で
は
、
富
山
県

７
月
大
雨
災
害
及
び
金
沢
豪
雨
災

害
に
伴
う
義
援
金
を
受
け
付
け
て

い
ま
す
。
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　

な
お
災
害
義
援
金
は
、
税
制
上

の
優
遇
措
置
（
所
得
税
及
び
住
民

税
の
寄
付
金
控
除
、
法
人
税
の
全

額
損
金
算
入
）
の
対
象
で
す
。

▼
受
付
期
間

○
「
富
山
県
７
月
大
雨
災
害
義
援

　

金
」
９
月
30
日
（
火
）
ま
で

○
「
金
沢
豪
雨
災
害
義
援
金
」
平

　

成
21
年
１
月
30
日
（
金
）
ま
で

▼
受
付
場
所　

日
赤
白
鷹
町
分
区

（
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

■
問
い
合
わ
せ　

事
務
局
（
健
康

福
祉
課
福
祉
係
／
☎
86

－

０
１
１

１
）

障
�
�
�
�
�
�
�
�
対
象
�
�
�

�
�
�
放
送
受
信
料
�
免
除
基
準
�

変
�
�
�
�

　

平
成
20
年
10
月
か
ら
受
信
料
の

免
除
基
準
が
次
の
と
お
り
変
わ
り

ま
す
。

【
全
額
免
除
】

○
「
身
体
障
が
い
者
」「
知
的
障
が

　

い
者
」「
精
神
障
が
い
者
」
が
世

　

帯
構
成
員
で
あ
り
、
世
帯
全
員

　

が
市
町
村
民
税
非
課
税
の
場
合

【
半
額
免
除
】

○
視
覚
・
聴
覚
障
が
い
者
が
世
帯

　

主
の
場
合

○
重
度
の
障
が
い
者
（
身
体
障
害

　

者
手
帳
１
級
・
２
級
、
療
育
手

　

帳
Ａ
、
精
神
障
害
者
保
健
福
祉

　

手
帳
１
級
）
が
世
帯
主
の
場
合

※
免
除
の
申
請
は
、
印
鑑
と
障
害

者
手
帳
を
持
っ
て
健
康
福
祉
課
ま

で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

健
康
福
祉
課
福

祉
係
（
☎
86

－

０
１
１
１
）

引
揚
者
�
�
�
�
�
�
知
�
�

　

終
戦
後
の
混
乱
期
に
戦
地
か
ら

引
き
揚
げ
て
き
た
か
た
が
た
が
、

当
時
国
内
に
持
ち
込
む
こ
と
が
で

き
な
く
て
、
税
関
な
ど
に
預
け
た

通
貨
や
証
券
な
ど
を
お
返
し
し
て

い
ま
す
。

▼
お
返
し
す
る
も
の

①
終
戦
後
、
外
地
か
ら
の
引
揚
者

が
上
陸
地
の
税
関
・
海
運
局
に
預

け
た
通
貨
・
証
券
な
ど

②
外
地
の
集
結
地
で
総
領
事
館
な

ど
に
預
け
た
証
券
な
ど
の
う
ち
、

そ
の
後
日
本
に
返
還
さ
れ
た
も
の

＊
本
人
の
ほ
か
家
族
の
か
た
も
電

　

話
・
郵
便
な
ど
で
問
い
合
わ
せ

　

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

＊
預
け
た
か
ど
う
か
不
明
の
場
合

　

も
調
査
が
で
き
る
こ
と
も
あ
り

　

ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

東
京
税
関
酒
田

税
関
支
署
（
☎
０
２
３
４

－

22

－

１
０
２
４
）

白鷹学講座パート３

民族信仰　草木塔への願い
～草木塔・路

ろ

傍
ぼう

の石仏・石塔めぐり（十王・鷹山地区編）～
フィールド・ワーク

　平成18年度は川西地区をめぐり、ご好評をいた
だきました。今年は川東（十王・鷹山）地区をめ
ぐります。
　置賜地区には「草木塔」や「草木供養塔」「材木
供養塔」と刻まれた石碑が60基以上あり、そのう
ち３基が白鷹町に建てられています。これは全国
的に大変珍しく、置賜地区特有の文化で、湯殿山
信仰とのかかわりなどもあるといわれます。
　白鷹町には「草木塔」以外の石仏・石塔がたく
さん建立されています。そのなかのいくつかをま
わり、先人たちの祈りに思いをはせ、自然の豊か
さを感じてみませんか。皆さんどうぞご参加くだ
さい。

◆いつ　８月30日（土）（雨天決行）
　　　　午前７時～昼12時30分解散（予定）
　　　（午前６時50分　中央公民館前集合）

◆講師　江口儀雄さん
　（白鷹町史談会会長・白鷹町文化財保護審議会副会長）
◆内容
　　十王・鷹山地区の草木塔や特色ある石仏・石塔
　をめぐります。移動はマイクロバスで、嶽山三十
　三観音に登り、昼食をとって解散します。
◆持ち物　歩きやすい服装、昼食（おにぎりなど）、
　　　　　水筒、帽子、雨具、レジャーシート
◆定員　25人（定員になりしだい締め切ります）
◆参加料　無料

■申込・問い合わせ
　教育委員会生涯学習・スポーツ推進係
　（☎85－6146）

８月～ 10月末

荒砥駅前交流施設資料館
模様替えしました
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町
有
不
動
産
の
売
却

　

町
が
所
有
す
る
遊
休
資
産
を
売

却
し
ま
す
。

【
売
却
物
件
】

▼
地
番　

白
鷹
町
大
字
萩
野
字
松

保
１
６
４
７

－

１
（
元
萩
野
小
学

校
プ
ー
ル
跡
地
）

▼
地
目　

学
校
用
地

▼
地
積　

１
１
４
９
㎡

　
　
　

（
公
簿
上
の
地
積
）

▼
最
低
売
却
価
格

　
　
　
　
　
　

57
万
４
５
０
０
円

【
説
明
会
】

▼
い
つ　

８
月
22
日
（
金
）

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜

▼
ど
こ
で　

白
鷹
町
役
場
２
階
会

議
室

【
入
札
】

▼
い
つ　

８
月
29
日
（
金
）

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜

▼
ど
こ
で　

白
鷹
町
役
場
２
階
会

議
室

■
問
い
合
わ
せ　

総
務
政
策
課
生

活
安
全
係
（
☎
85

－

６
１
２
２
）

平
成
21
年
度
採
用

白
鷹
町
立
病
院
職
員
を
募
集
し
ま
す

◇
採
用
予
定
年
月
日　

平
成
21
年
４
月
１
日

◇
１
次
試
験
試
験
日　

９
月
27
日
（
土
）

◇
試
験
会
場　

白
鷹
町
立
病
院
１
階
研
修
室

◇
試
験
内
容　

１
次
試
験　

小
論
文

　
　
　
　
　
　

２
次
試
験　

面
接
試
験
（
１
次
試
験
合
格
者
対
象
）

◇
書
類
提
出　

①
白
鷹
町
立
病
院
職
員
採
用
試
験
受
験
申
込
書

　
　
　
　
　
　

②
写
真
（
横
３
㌢
×
縦
４
㌢
、
無
帽
、
上
半
身
、
正

　
　
　
　
　
　
　

面
の
写
真
で
、
３
カ
月
以
内
に
撮
影
し
た
も
の
）

◇
受
付
期
間　

８
月
12
日
（
火
）
〜
９
月
12
日
（
金
）
ま
で

※
応
募
は
郵
送
で
も
受
け
付
け
ま
す
。（
９
月
12
日
の
消
印
有
効
）

◇
応
募
先　

〒
９
９
２

－

０
８
３
１

　
　
　
　
　

山
形
県
西
置
賜
郡
白
鷹
町
大
字
荒
砥
甲
５
０
１

　
　
　
　
　

白
鷹
町
立
病
院
事
務
局　

採
用
試
験
係

■
問
い
合
わ
せ　

白
鷹
町
立
病
院
事
務
局
（
☎
85

－

２
１
５
５
）

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w
.hospital.shirataka.yam

agata.jp/

）

受
験
資
格

募
集
職
種
と
人
数

昭
和
48
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
、
看
護
師

の
免
許
を
有
す
る
か
た
、
ま
た
は
、
来
春
の
卒

業
ま
で
に
取
得
見
込
み
の
か
た

看
護
師　

２
〜
３
人

　

白
鷹
町
立
病
院
は
「
地
域
か
ら
信
頼
さ
れ
る
病
院
」
を
目
指
し
、

地
域
医
療
の
充
実
と
患
者
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
努
め
て
い
ま
す
。
町

の
医
療
を
支
え
る
意
欲
に
燃
え
る
皆
さ
ん
を
募
集
し
ま
す
。

　白鷹町地域防災計画に定める避難所に表示看板を設
置しました。日ごろから町民の皆さんに、災害時の避
難所としての認識を持っていただき、そして万が一に
備え避難の心構えを持っていただく目的で設置され、
看板には「避難の心得」や避難所の一覧が掲載されて
います。
■問い合わせ
　総務政策課生活安全係（☎85－6122）

●白鷹町地域防災計画に定める避難所
避難所 電話番号

① 蚕 桑 小 学 校 ☎ 85-2249
② 鮎 貝 小 学 校 ☎ 85-2030
③ 荒 砥 小 学 校 ☎ 85-2267
④ 鷹 山 小 学 校 ☎ 86-0121
⑤ 中 山 小 学 校 ☎ 87-2303
⑥ 東 根 小 学 校 ☎ 85-2250
⑦ 荒 砥 高 等 学 校 ☎ 85-2171
⑧ 蚕桑地区公民館 ☎ 85-2153
⑨ 鮎貝地区公民館 ☎ 85-2342
⑩ 荒砥地区公民館 ☎ 85-0260
⑪ 鷹山地区公民館 ☎ 87-2502
⑫ 東根地区公民館 ☎ 85-2228
⑬ 山峡の里交流施設 ☎ 85-6100
⑭ ス ポ ー ツ 公 園 ☎ 85-5887

万が一の有事に備えて･･･

　避難所表示看板を設置しました
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　 お く や み　　

こんにちは赤ちゃん

 住所 父母の名 子の名

畔　藤 長谷川 孝　次 珠
じゅ

　理
り

清　美

畔　藤 笹原 智 紘
ひろ

　斗
と

恵

深　山 齋藤 吉　邦 星
せ

　那
な

麻　美

荒砥乙 菅間 芳　松 奏
そう

　太
た

洋　子

広　野 小野 克　徳 美
み

　蘭
らん

宏　美

鮎　貝 荒木 智　之 優
ゆう

　志
し

芳　美

広　野 遠藤 崇　幸 明
めい

　花
か

真　希

鮎　貝 菅 秀　春 陽
はる

　翔
と

祐　美

鮎　貝 佐藤 敏　宏 瑞
みず

　樹
き

幸　恵

高　玉 今野 正　和 正
しょう

　平
へい

千　枝

ご結婚おめでとう

　　氏　　　名　　　  住所

（小　松　応　行　　山　口
松　田　ひとみ　　飯豊町

（梅　津　智　也　　荒砥乙
柏　倉　路　子　　寒河江市

 住所　　  氏　　名  　年齢
佐野原　五十嵐　信　一　86
荒砥甲　鈴　木　政　人　85
深　山　小　林　昭　五　78
荒砥乙　鈴　木　政　次　76
畔　藤　髙　橋　惣　一　74
鮎　貝　髙　木　　　雄　82
高　岡　長　岡　市　　　83
鮎　貝　後　藤　榮　市　91
滝　野　安　達　シ　チ　77
荒砥甲　清　野　幸　子　76
荒砥甲　志　田　も　と　88
十　王　松　田　みちよ　77
荒砥乙　橋　本　き　み　96
畔　藤　小　林　幸　吉　81
畔　藤　　　原　利　夫　73
鮎　貝　上　田　昭　六　77
鮎　貝　石　川　は　る　95
荒砥甲　寒河江　き　う　94
鮎　貝　髙　木　き　ん　88
荒砥甲　井　澤　トシエ　89
十　王　平　　　とよの　84

●7月1日 ▼7月31日

戸籍の窓にのせたくないかたは、届出のときに戸籍年金係にお申し出ください。

　

真
夏
が
訪
れ
、
暑
い
日
の
連
続
で

あ
る
。
そ
の
さ
な
か
、
他
市
町
の
か

た
が
た
と
一
緒
に
、
本
町
の
最
上
川

フ
ッ
ト
パ
ス
や
荒
砥
地
区
の
「
ま
ち

歩
き
」
に
参
加
す
る
機
会
が
あ
っ
た
。

　

一
つ
は
、
朝
日
・
大
江
・
白
鷹
３

町
の
広
域
連
携
事
業
で
あ
る
〝
世
界

遺
産
を
目
指
す
「
最
上
川
の
文
化
的

景
観
」
の
五
百
川
峡
谷
の
歩
き
発

見
〞
で
あ
る
。
五
百
川
峡
谷
の
白
鷹

コ
ー
ス
に
は
、
約
90
名
が
参
加
。
当

日
の
３
、
４
日
前
ま
で
は
雨
が
な
く
、

流
水
も
極
め
て
少
な
く
、
最
上
川

の
岩
盤
や
い
わ
ゆ
る
「
舟
道
」
も
く

っ
き
り
と
そ
の
姿
を
現
し
て
い
た
。

最
上
川
で
も
最
大
の
急
流
地
で
あ
る

五
百
川
峡
谷
。
洗
濯
板
の
模
様
の
よ

う
な
特
徴
的
な
岩
盤
の
姿
と
、
そ
れ

を
貫
く
形
で
走
る
舟
道
、
そ
の
中
を

滔と
う
と
う々

と
、
し
か
し
ど
こ
か
や
わ
ら
か

く
流
れ
る
水
の
塊
。
言
っ
て
み
れ
ば
、

自
然
と
人
の
手
に
よ
る
美
し
い
巧
み

な
配
置
を
明
確
に
示
す
と
と
も
に
、

江
戸
の
昔
に
お
い
て
、
産
業
・
文
化

・
人
の
交
流
を
切
り
拓
く
た
め
、
多

く
の
困
難
に
立
ち
向
か
っ
て
き
た
で

あ
ろ
う
人
び
と
の
姿
を
、
現
在
の
我

々
の
心
に
想
像
さ
せ
る
の
に
充
分
す

ぎ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
こ

の
た
び
の
歩
き
発
見
の
当
日
は
、
こ

こ
２
、
３
日
の
雨
の
た
め
水
か
さ
が

増
し
、
ほ
と
ん
ど
見
る
こ
と
が
で
き

な
い
。
初
め
て
訪
れ
た
人
に
は
誠
に

残
念
で
あ
る
。
最
上
川
五
百
川
峡
谷

は
年
中
を
通
せ
ば
、
こ
の
原
形
は
む

し
ろ
見
え
な
い
場
合
が
多
い
。
そ
の

と
き
に
訪
れ
る
人
び
と
に
対
し
、
ど

の
よ
う
に
す
れ
ば
原
形
を
感
じ
取
っ

て
い
た
だ
け
る
か
が
課
題
と
な
る
。

そ
し
て
、
黒
滝
橋
か
ら
上
流
は
景
観

が
一
変
し
、
広
い
野
を
流
れ
下
っ
て

峡
谷
に
集
中
す
る
。
し
か
も
黒
滝
は

江
戸
の
昔
、
歴
史
的
大
工
事
が
行
わ

れ
て
い
る
。
こ
こ
の
古
き
原
形
は
ど

う
な
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
訪
れ

る
人
び
と
は
、
今
の
景
観
か
ら
読
み

取
れ
な
い
。
彼
ら
は
思
索
の
世
界
に

入
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
見
る
こ
と
の

で
き
な
い
事
実
を
い
か
に
し
た
ら
理

解
さ
せ
ら
れ
る
か
工
夫
が
求
め
ら
れ

よ
う
。

　

も
う
一
つ
は
、
今
年
で
５
回
目
と

な
る
し
ら
た
か
的
音
楽
映
画
塾
で
の

「
小
室
等
さ
ん
と
の
歴
史
探
訪
」
で

あ
る
。
総
勢
約
30
名
。
パ
ワ
ー
セ
ン

タ
ー
か
ら
出
発
し
て
町
内
の
古
く
か

ら
の
小
路
や
通
り
を
回
り
、
お
店
や

神
社
な
ど
に
立
ち
寄
り
、
そ
の
途
中
、

じ
か
に
小
室
さ
ん
本
人
の
歌
・
ギ
タ

ー
演
奏
を
聴
く
こ
と
が
で
き
る
「
ま

ち
歩
き
」
で
あ
る
。
わ
た
し
の
家
も

そ
の
通
り
の
一
隅
に
あ
り
、
一
緒
に

歩
き
た
い
と
の
思
い
で
参
加
さ
せ
て

い
た
だ
い
た
。
荒
砥
は
、
も
と
も
と

坂
と
丘
が
多
い
。
丘
は
杉
木
立
で
こ

ん
も
り
と
形
を
成
す
。
街
中
か
ら
は

方
向
を
ち
ょ
っ
と
変
え
れ
ば
白
鷹
山
、

西
山
連
山
、
東
山
が
ほ
と
ん
ど
見
え

る
。

　

小
路
や
通
り
を
巡
る
な
か
で
、
土

蔵
や
昭
和
初
期
の
か
や
ぶ
き
の
家
、

う
こ
ぎ
の
垣
根
な
ど
、
ま
だ
ま
だ
古

い
時
代
の
情
景
が
残
っ
て
い
る
と
感

じ
る
。
お
店
に
立
ち
寄
り
交
流
し
、

八
幡
様
（
八
乙
女
八
幡
）
の
境
内
で

小
室
さ
ん
の
音
楽
に
聴
き
入
る
。
豊

か
な
時
間
で
あ
る
。
そ
し
て
身
近
な

と
こ
ろ
で
も
、
歩
い
て
み
る
と
結
構

再
認
識
で
き
、
新
た
な
発
見
が
あ
る

も
の
で
あ
る
。

　

白
鷹
町
。
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
が
長

い
歴
史
と
そ
の
中
で
の
変
化
を
経
て

い
る
。
変
化
し
つ
つ
あ
る
環
境
の
中

で
、
人
は
成
長
を
続
け
る
。
お
互
い

自
ら
の
住
む
地
域
に
つ
い
て
再
認
識

し
、
そ
の
特
徴
を
引
き
出
し
、
地
域

の
未
来
に
つ
い
て
共
に
考
え
て
い
き

た
い
も
の
で
あ
る
。
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